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は じ め C

田有林企業合理化の一手段として、昭和26年度より、標ﾡ功程調査がはじめて、今日ic 
およんでいる。ととろが、 現実にはとの功程表の利用度が低い。この利用度を低く してい 

る間題は、何であろうか。私はﾡ林事業の工程管理を前提に、標的功ﾡについて研究をは 

じめたが、功程の把掘の問 顧に 深く 入るﾡ、作業環境が典なるにして も、あまりにも、作 

発方法、 作楽器よ、作業者等に、統一法準がないこ と を痛感するのである。したがって、 

今回のよ うな限られた研究期間では、いさおい間順の中心点が、標曲化の方向に傾いてし 

まうのをどうするこ と bでa なかつた次第である。

また、本#告書で、林地を設備として論旨を進めていろが、 cれicは、かなりの反論が 

でることが予想される。が私は、考えに考えぬいて、まとめたものであるので、 多くの御 

批判を得たいと思っているのである。また、この戦告書には、結論をだしていないが、そ

れは、工程管理、材料管理、原価管理 として、第四政生産管理 に 発展する予定であったた 

めであ る.

生降督理については、再度、営田警忆職を得た除、私の考えをﾡﾡにあてはめた上、発 

したいと考え ているのでめ る。

な、この研究報告 E、昭和34年度長期委t研究生として、林央試験場経営部作業研 

究盛 よ ぴ産業能 率大学学生 として研究した復 G書で ある。」

林業試験場の小帽経営部長、*田作業科長、 辻支Tの御感をﾡさ、 また林野庁小田監 

、 有質技官の御示をﾡいたととを深く底する次飛である。それに、作察研究室の 

桜師、石井両技官の研究の御邪魔した こ とをおわびしたい.

昭和34年12月16日

岡田充治
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第 章 概 説

第一節 工業 の 発達 と 林業

人ﾡ女化を高めようという人間木来の依団を消すために、人間は天然質源を開発し、その 

の質源の形 よ び質Iに変化を与え たが. それcよ って 直接或は 間接の神々 のm業ができ た。 

その中でb、めざましい進歩発 服を とげたのは、助力の発明であり、 手工業が機械を主と 

する工染に変り、本格的の工場地ﾡ度を採用する械械工業として変化した18U 0年を中心 

とする前後8U年間であつた。これがいわゆるイギリス の産:菜革命 といわれる時代で、封 

地ﾡ度が亡びﾡ本主段刷度が うち た てられたのであ る。

と の流業 命の期間iにﾡ明された契なものをめあげて見ると次の ﾡ一図の通 りである。 

このような産業 の技術的発達に よる 麻明過程 は、フランスにも、 ドイツにも、また日本iに 
おいてもﾡられたのである。かくして、仕事は段々とぬ様化されたが、こわ が一 応完成 し 

たのは、1 809年で、今日では既に高識になつているフォー ドの確立した流れ作業方式 

による大量生産であろう。

第一図 所業ボ命期間C発明 された重要なもの

年 代 発明者 発 明 品

1769 年 アーク・ ライ ト ______ 水力ﾡ績機

_1769 年 _セームスワット 貧気越ﾡ___________________

1818 年 ホイットユー
フライ2盤 -

1 827年 _フロイネン_______________ ___水カタービン________________

1831 年 ファラデー_____________ _ 発意気_________________

1887 年 オットー _内然ﾡ関____________________

しかし、それも過去のことになりつつあり、今やほ業界は、驚異的空展を遂げ、第二次産 

楽革命であ る原子力時代を迎えているのである。

このような中にあって、今日の日太経済のﾡ展をもたらしたものい、いう支でもなくﾡ 

W祖でみつた めc、会t工が"の代化と、こ nれic よ る幅出振興の 連成に よ る bので. 

品は、t4にこの独と支えたiて過ぎなかつったのでる。しかも、日本ﾡ土の7創を占 

める森林を暴 とする林衆生内力に至って は、m民1所得の位か う なに りたらいぶ状で、 

その産カガロ 経況のﾡ成のボ c、・契 なとの"役から神足的に支えで. さ 存在に し
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か低しなかつた といえよう。

ﾡするに、これまでの林業は、ﾡ家の自燃ﾡ済を防うための天然物採耶地として、ﾡは 

国土を保全する ことに、国民経済的意殺がかけられ経営 されて きたのであ 石。したがつて 

お案 が近代的産業 として、わが国の弭•業構布の一部門を彩成 しょっとするには、料営の条 

件が 破 も 後進的な 内容で停帰 して いたの である。しかしながら、日本経済を長期にわたり 

自立安定させるため 七、a林留が、一応の限界 にき た と 兇ら れる鹿懸産 と、狭い国土 

の申で乏しく、かつﾡしつ、ある鉱物質源に代つて四内で増父し得る唯一の、ﾡめて期 

恃性の大さ いm范用 R 何と して、その経営に St 要な役別が探せられるのは 当然であ り、ﾡ 

icそのよう方向において、材業所得は目立つた成長を示しつゝあるのである。このよう 

なh勢にあって、森林資源の大半を 占める国有杯が、取急さ巣さなければならnととは、 

林笑の近代｛ヒであ り、経営管理の確立であるといわなければならない。

第二節 管理の意義

小規の経ではでは、経営者の思う ままの経宮がで J またその成ﾡも、経営者が7足 

ナれば足り るのでめる。経営 体の規模が序々 に大き く なれば、小規模経営 の よ う Iに経営者 

d才能を場5 * *発揮でs なくなる. c nは人のﾡ力 c限界が a 2 ためで、その理由によ 

り冬部門に、それぞれ 専門の 担当者 を おかねば な ら ないのであ る。しか も 事業内容は 板 紙 

をさ わめ、 た各ね当るの仕びもWとなるが、経営者ば、とれ新をﾡ合して経営目的に 

そった経営 体の活動を,させなければならないので ある。 とれを、どの ように遂行す るか 

が頭でおり、一つの技術となるのでめる。 ccicいゥ管理とは、有線的につながつた一 

っの団体の各々 の細胞の活動を、質、量、時の三つの面から、一つの目的に向って協間さ 

せるための方法である。 ctucっいてフランスのフェイヨル(H・Fayo1841〜192り) 

は「曲 理とは計画し、組織 し、命令 し、協調せしめ統制する ことであ る。すなわち、 計 

とば将※を予測し、行為計画(予算のこと)を機のするととでみり、組織とは事業の物的

よび会的な二置の有ﾡ体を形成するととである。@令とは従業日C、それぞれの政能 

と※行せしめることでめる.協闘とはての行冷、凡ての努力を凍結し、調和せしめると 

とである。統制とは凡てが定められた規町や与えられた命介C従って場となわれ るよっIc 
ﾡ税するcとである7 と 明確に述べている。アメリカのテーラー (F.W・Tay1oF,1856 
～191り)は、一感工としての体ﾡを土台として地位の昇進cつれて、各州位にける殿 

閉権限を考究し、理法に一つの那念をつくりめげたが、彼は、組鹹の低い 段階における 

労ゆ組織に努力を排げ、労け者から一切の独立的任予を解放し、これを吸長や計画に委譲 

し、 命令されたととのみ※行するよう任所の限界 (いわゆる課程)を規しているのであ 

る。cれc反し、フェイヨルは、社長の立場から出孫し、組織の高い段隊の経営部者の 

任務について (計d、命令、t調の委任) となつたのであるが、両者とも、経営体の内 

容をよくするためには、経営方針を定め、その運営を揮するものと、各分担任務をおこ 

なうものと分れ、その両分野が分接なる 順係を もたなくてはならないこ と を強調 してい 

るのである。前者が科学的管那法Scientific Managementであり、 後者がフエ 

イヨルの管理として知られるところである。

かつてア メリ カ大統領であつたフ ーバー (Hoover)は192 U年c、 アメリ カ産業 

の安栄のため に委員会を作り、ムダ排除について麻業の実体調流をしたが、浪費のﾡ因を 

理者、労務者、 外的事情の点より、その贾任割合を明らか忆 している。cれcよつて 

ても、管理者が、自己のﾡ任究途のために考究改答を要することがわかるのでかる。

第二図 ム ダ挑除香任割合一家式 アメリカ 1920年調

責任区分
男子衣明 
製名楽

建緊業 日 刷 業 雑製酒業 金属工楽 ﾡ維工業

--------- ・

w理* 76% 63 % 65 81 * 90"
労務者

・ノ
1 6

〃2 1 2 8 バ
9 9 10

外的事情 ! 8" バ
14

バ

9 1 0 1U 4 0 ・

管理といっCとばは、コントロールCOntrOの訳語であるが、3に具体的に 看理の根 

念を死明してみよう。

いま、 スビード制限毎時0Kmのﾡ通を一台の自動が走つていると仮定する。この 

自動の巡転干は、スピードを コントロ ールするため、次のよ う な手Rをふく むであろう。

1. 逃度を界る (測 定)

2. 速度の日盛が0Kmであるか (务 唯) 

う. 以上であるか以下であるか (判 断) 

1. アクセルをそれに応じ加する (調 m)
5. その納栄と迷度計で調べる (チエック)



6. 若し、 1OKmicなっていければ

上段の手@を株返す (反 次)

7. 10Kmになつたら、逃度計を見つ

っ監初す る (監 視)

w頭も. 同じ手山で#Cなわれるのである。とれを育料生産にあてはのてﾡよう。

本産敵は、・有本では経営方針 (経営案および造林方針書)cよってとなわれるが、

cれを管理すろには次の如く なるであみう。

1. 育林生産の適地の調査 ( 定)

2.経営方針 (出林方針書) (基 w)

う. 方針にそつたものでないなら (判 断)

11.矗準を変えて、それに合段するようにすろ (調 m)

5. その成ﾡを調査する。 (チェック)

6. 成績が悪るければ、上の手@をく りかえす (再 桜)

7. うまくいけば、そのままで実行し成育状況をﾡる。 略 視)

このためには、事実に逃く管理Fact Contralと人の能力にﾡるモMan Cont

ro1 との二つの方法がある。

w炎に進くペ理とは、育林産のW理にあって、 土導県査、気象条件などの調え結果、 

成育調査データー、すなわち、期実を基礎として、判し、ﾡ聞し、チェックしていく方

法で あ る。

人の能力 9 軸る管理は、経営者や、ﾡ部のンやﾡ3しCﾡる平預で、調によらず、

もつばら判断 だけ ic頼 る 方法で あ る。

国有林の経営方針は、「森林資源を 培養 し、 林生流力を向上すると共に、生席の係統 

および経営 の 合理化にっ とめ、国土保全、公の保拘、 民才林業その(以事衆との闘解 

をおこないながら. 併せて地域経済の発展を促し、国民の福祉用風を図典 と取定されて 

いるが、この方針を達成するための管理が人の能力にﾡる場合が非高cいのでめる。世 

の中が、めざましい予殿と共Iに変るとさに、唱才林行営を、 カンだけで知るととなく、管 

理 という 科学的な物の考 え方. 処置のやり方を、林救全般の中に適用していくﾡ度とそ大 

切であ るのであ る。

すなわち、 この解営方外 (a材方書)を達のするには、 これらの管理法の一般原ﾡに 

川 き. 各活動単位に分析し、研究改善を おこない科学的な鴉 潮 (d) を設定し、 とのが
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ぴにより、手ﾡ、規定ぐが消用されなければならないのである。

第三節 科学的管理法の精神

テーラーは、 科学的な方法で次定された標"作業にもとづいて、協金切下uの必裂のな 

い合理的、かっ安定した货率を設定して、当時のアメリカ席業界における不施求の原因で 

ある組織怠業 Systematic Soldieringを排除しょうと試みたのでめる。しかし 

テーラーは、単Iにこのような科学的ﾡ率設定Scientific rate fixingのc 
よって、作業能率の増進を図ったのでなく、管理制度を採用することを目的としたのであ 

a。このこ と は、科学的m 理 法c述べ られている次の 諸点に よって も わかる ので あ る。

すなわち

1 みて量Ru1e of thumbをゃめて、資の科学的方法を各央に選用し、なすべ

・ 仕事量を 公平に き め る。

合 労弥者は、科学的 七 選抜し、 材通所に配留すると共に、とれを順Wし、※育し、発 

遂さ せなければならない。

み すべての仕事は、管理者と労務者が真忆協力して、科学的忆最善の方法を発見するこ 

と。

儿 管理者および労務者は、 元に任務を分けて指当するcと。

MIに、 Cれを具体的に示しているのが、 工場督可法の次のM点であろう。

1. 課樂 Task を決定する こと

課禁とは、 天年適度にりいて、しかも栄しうるにたる公平な1日の仕WAfai- 
6ay "orkでaり、 たとれは、戦ﾡの位盤の上下にかかわら、はつきりぬめ

ておかなければならない。

2. 標の条件

(作業条件を科学的に分析研究し、労哂 に標第化した条件 と、用具を与え、硫災に課 

業の究了がでa るように、・められた標wを縦持しなければならない。

ク 課発Iに到遥し、成功したら多く女払い、失敗すば担をする制度を 6うける。

CSで井意をのく ことは、テーラーが、当初安定賃率の設定と、・嶋的な業の排除は、イ 

卿変とは別個の問題として、その解央を図つたが、工母管理法の論文,こば： 扶定された 

認*または辗明作業の現実と、その燃といっmmcついては、不可分なW係におると場 

メて従来の単純の出来高払制度Piece rate plan を 改め、訳楽途阪とそ5でない、
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場合に、ﾡ率の芝別をつけるﾡ別的出来高払制度differentia1 Piece rate 
planを採用するに至つたのでみ る。

以上のようCテーラーは、管理の各方面にわたり、徹寰した方法を無じたのであるが、 

その方法の基ﾡとなしているものは、次の諸点である。

1. 管理の全部門の活動目檬を、科学的に調査して課業を定める。

2. cの課業を実ﾡするために、指呼調岡を究全にする。

う. その各部の活幼状況を一目でわかるよう な方法を講じ. 繰業が逆行でさないと地われ 

る点Ic主力をそそぶ、課業迷行のため努力する。

. 各活動部門が所定の義業を遂行できれば、管理成果を収めるようにする。

かく説明するとき、 テーラーの金属削りおよびベルトの出やかしい研究は、作業条件の標 

朋化の一退 程を 示す ものであって、作業研究が、 工場管型の基曲として重要視せられる「 

とを教えたものである。

か«して、科学的管理法は、総括的に次の如く説明される。

1. 番理各分野および各分野の作業の旅系件を分析研究し、これを科学的な方法で改善 し

て標準を 作 る。 ・

2. 各分野に対してﾡ業を定める。

う. 浜梨を もとにして計画 Planning をたてる。

. 計uc対して、ﾡに実行を対比するﾡ度を定めて統制Control評理をおとなう。

5. 結果を調査検討 して信賞必間を同行す る。

この考え方は、経営のすべてに適要されるが、 テーラーは、科学的料理の要ていは、その 

制度でなく、ﾡ理者ならびに労務者がゃ互岡志に対する任務を自覚す る精神革命に あ る と 

述べているのである。

第四簡 科学的経営 と 予算統制

国有林にあって、生産性、収益性の高い森林構名の獲得を目標として経営するには、科 

学的管環法の教える計を立て、 cれを実行と対比し、管刊するととである。これが所定 

通り に遂行され、予定の効果を収めることとなれば、経営者の任務はされたのであって、 

また格営者のﾡ池の理想もcとにあるのであつて、このために予算制境が採用さ れるので 

ある。したがって科学的経 営 法における 予算統制は、別実に対して、深い知識を持ち、 出 

に希望的な計成を もとicgカするのでなく、その数値の出所が常に科学的に究明せられ、

最善の状態に標的化された諸条件の上にたつ課業にﾡﾡをおいた ものでなければならない 

のである。牛産 も 販売 も. これ に映通す る 希条件が存 に科学的茶磴にお かれ れ ば、こ nれ年 

を総べて計数で 表現することがでも、 Cれを取りまとめれば崎がたつのである。このt 
画は• とりもなおさず、企業全体に対する課業でかるということがでさるのでぁる。この 

(4) •
ようにして得られ る予算、または計画は、第三図のようなﾡ序によつてﾡ合されることiに 

mる。 .

第三図

販光計画 生亜計商一p 質材計画---------------

一 消ﾡ品計面 -------

- 一般間接費計画--------

• 一労務計画 -「一 間掇一

-- 貰 入費計画-

一間接費計画-
一支出計d-

- * —— 労務計直-

-設備計画----------------- 設げ計画 -

.....その他部"費計間

-----販売費計------

一光上金業金計画

--載収入見込—— 

牧

支

計

画

一収入計画-

これ等の総べての基滥は、各担当者により、真に是認し得る根施に立っており、物量的故 

ﾡが、金銀的単位 に換算綜合 されなければ ならない。

したがって、「有林でも、ﾡ地林業技術者である担当区主任は勿論、営林署抵当者が算 

定すべさ ものである。

第 五節 計画的実施のための管型法

経客体の計画は、各分野の計画が線合され編成されているものである。したがって予算 

統制をおとない。経営 を計画的に運営 して、最高の成果をあげるためには、各担当分野の 

仕事が計uの立案ばかりでなく、実行されなければならないのである。同様に、 そnれぞn 
の分野の機便 も、合h缶 と管理の方式によつて実施されなければなならないのでおる。・*. - ・ iド -t-,

生麻計血を立てる場合には、各作業場の作業日および便用される各ﾡ械に、公平しかも 

判然と した1 日分の仕事量である課業を定めとれを実施する 上 うにしなければならない。

このために、作契員が仕事を実施するに関係のある総べての条件を調査して、そのW係の
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ある条を、 作業の実施し易い最善の状態に発備し、しかもその状態の維持を完全にしな 

ければならないのである。このよ うにする こと ができない と、真に科学的な、誰でも是認 

し. かつ進んでとれを迷行しようとする課業を定めるととは不可能となる。このため(ヒテ 

ー ラーおよびギルプレスが、営々と補進したととは、彼等の著書を見ても明らかである。

林業発の生産督理に関しての条件を分ﾡするとﾡ四図の通りとるが、これ端址:ついて.

それぞれ計し、管理が必要となるのである。林業は. 第四図が示すよう 9、①人. (②r 
材、③設ﾡを最ら有効に活用するCとを目標とするものであるが、 またとれ等を有のIに活 

用される限り時間の助約となるのである。

cnれcっいて. ドィッ作発研究連図(REドA) は次のように数記している。

質本は、人の作業能力と共同して、生産工程、 すなわち、金と物との転換過程を作り出 

す物質手段の価価総額を姿わすものであるから工程所妥時間は、所要資本と投下資本の取 

益性 とをきめる ものとして, 乖要な役割をする ものである。それ故、 工配所要時間、 っま 

り人、設崎. 資材の使用m間を確実ぐ感じてゆけば、これ等の世用を減すばかりでなく、 

所要質本の大きさ も変えると とcなるので、時間を第五図に示すように分類して研究して

第五図で考察されることは、時間の節約を如何にするかに受約されるのである。しかる 

c林業生産は、生産期間が長いと とが大き な特徴であり. cのc とが林業の生産企業 とし 

て の致命的弱点となっている。また生産過程のー工程である新植を例に とっても、ﾡ付苗 

木の生理上、苗畑出荷より植付完了までの時間の節約は、活お成積と爾後の生育に関係し、 

それが生産計画七 大き く影響をおよほすのである。 cこic於て一級先進業に価していく 

ためには、生寸法 (再種. 育林樹種) の改善に相まって管理技術の確立等林菜 自体の発 

度ﾡが強< 愛望されるのであ る。

第六節 科学的管理法と林業との関係

科学的"理法の原理の立場より、林業が論ぜられたのは、 ドイツが最初であつた。第一 

次世界大戦の結果、M域してしまつたドイツ経が生活を再建するため、労仇者と事業主と 

の対1立係C原因する経で上の不合理ならびに社会不平*解消する意区で、19 2 ろ年に 

ヘルベルR- Herberが「テ -ラ-制と村業経営」な論女を発炎しているのであ る。へ 

ルベルは、科学的評理法を応用するにあたり、 値林事業と研伐事業の二大労ﾡ群に大別す 

べきであると考えていたのである。ヘルベルは、この労ﾡ群に対して、 運研究、 時間研

第四図 生産管理の条件

(考 育林施業面積は、次の 上 うに分類す る。

;-施設管理 -一基出施設 一T

- 作iw___

-国有林立地 (苗畑を令む) 

一回有林記社 (苗畑. 貯水場を含む) 

-建物ならびに附風施設

——避缴施設 (ﾡ林鉄清、索道、ィンクライン、 
林道)

- 治山施設 (山腹砂防、砂防刊場)

___* と..ビーール

__ 材蝦铅ヨu——

一係施設-

一仮設工作物 

一ﾡﾡﾡ理

- / ニ」a

一防火線 

一保越樹帝 

一歩通 

:らびic附脳施設

1

-作業管ョ___________________

レかF 」だ

一 購光晋理

-合町理

ハ+

1

～ 工ﾡ管理 ----------------

・チーいヒ ノノ "1/I
一作業研究 

一作業ロ理

-品質督理 (作業基的)

—— 生［十

-労 市理-------------------

一日 程

一実施

一対搬管H
丁組載織

L金支払方法

育林施業面積 苗畑面稽 施業地 

脳地

一施業楽内面稽 T-要新面ﾡ 

I-u新済面書 ・エ林

-天然生林

丁要期業面積

し-依期到ぼ林面和ーー人工林

L_天然生株
一施業外管理
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第五図 REFA Cよる生産工程の時間区分
究. 労例方法の標曲化、適正なろ分業および日課紗念専が適用され、経営が科学的に合理 

化きるべきとの解をいだいていたのである。とくにで林事業の合理化につき、日課製念 

と取入れるととのﾡ要なるととを論議しているのである。uc、この新しい知議は、 *来 

は何等新規なものではないが。古く から 伝えられた知識が特殊な方法によって解析され. 

原理、 方法に取まとめられたものであるととを説明しているのである。ucフォン・モン 

ロイ博士V・Monryも、翌年の192年に、科学的評理法原理の立場より、お業労物 

を合理化する必要の切なる bのがめることを強ぷしているのである。cnれcっいて、 平山 

定克氏は、 彼のa文を次のょ うiに体系的に取まとめてい%。

(A) お案経営労めの一般的組像

(1) 労优因子が林業生産性におよぼす影碑

(2) 林業における神神的ならびに内体的労ゆ

A) 経営事労例

©) 経営執行労物 ・

e) 作業実環労め

(み) 林柔労ゆの生理学

a) 発動機 として の 人間

2疲労

(0) 訓 P
G 実地推論

(り #業労めの心理学

(a 労伪者選択 と教育

の)#W
©) 労ゆ協同体としての労の関係

(B) 個別的林柒労伪の合理化

(1) x林事業

(a 研"化せられたる作業方法としての#め

⑹標準鋤

G) 苗園における草削方法の改良案

©) 研や事業

ほ)ﾡのWの化
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(b)標並ﾡ

(e の他の改良

○) 土工作業

標«i
©) ショベル (ﾡ) の標故化

わが回では、大正15年(192 6年) 銃木博士の「林案上人間工学の考素」なる論交が 

最初で、昭和う 年中原正虎氏が、彼の著書の中で、科学的能率増進方法と労ﾡ問題、事業 

の計と管理についての二ﾡ目の設明に、科学的管理法なる ものを紹介しているのである。 

昭和13年(1938年)頃より、大沢博士、熊本営林局ので武弘氏などに よ り 功配調査 

がおとなわれたが、その後、平山定克氏は、時間分析、ﾡ神工学、労ゆ生那学と研究を進 

めとnれらを体系づけた。また堀岡博士は、昭和19年(1944年) 林柒労伪の エネルギ 

一代謝率を測定して、「林業労ﾡの生理化学研究」を発変しているが、しかし、何れも労 

ゆ科学の立場で研究されたので、林業経営の一部分の研究に止まり、それが経営に応用さ 

れる発展にまでいたらなかつたのである。

ﾡ有材では、昭和24年 (1919年) ic各営林局に照査課を設証し、合理化C関する 

研究が始められ組織的に、科学的管理法がとりあげられ、今日におよんでいるのである。 

cのm、ﾡ田 単林、 の著書はとの研究に買ﾡしてい乙ととろ大である。

第七節 管理技術 の 体系

テーラーによってはじめられた管理技術は、つぎからつぎと.新しい管理技術び生み出 

され、ﾡ在ではおびたゞしい数にのほつている。Cの技術も、一つの手法であるから、時 

代の進展と共に、新しい ものが発見されるのは当然であって、そこicは矛盾もないのであ 

るが、その体系化の研究がおくれていること も事実である。したがって、育林生産の管理 

技術が生まれてきても当然であろう。

上野陽一氏は、次のようiに管理技術をあげているが、今後の研究に参考になろう。

(1) 仕事の科学化C必要とする技法

(a) 時間研究資料

Time study data (Merrick)

(o) レファ , (REFA)
Reichsausschuss f uer Arbeitszeitermittelung

C) 動作研究 サブリック

motior sludy therblig (Gilbreth)
(d) 動作時間狭め制

Predetermined motion time
I M・T・A・ (Motion Time Analyeie )
11 B . M • T (Basic Motion Time)
111 W • F (Work Factor)

N M.T・M. (Method Tiue Measurement) cuaynard)
(e) 生産調査 Production study
(f) 統計的品贸資理 Statistical quajity control

(2) 従業日 の包択 と訓科9必要 とする 技法

(g) 計d販 Plannod marketing

I 市 場 査 market research
II 市 場 分 析 mnarket anal ysis
III 市 場 開 発 market de velopmont
N 市 場 創 お market c reati on

(a) 過択方法

I 月休校査

I ﾡ神検査

II-1 素質 テス ト

II-2得質テス ト

(bo) 扱前訓紋方法

新採用者教育

PhySical examination

mental test

(知性、気質. 性格)

(学習、技能、興味)

Orientati on

II 会議式監仔若救育

I-1 T
I-2 M
I_ろ J

M・I (企業内訓科) Traning Within Industry 
パ

T・ P (管ﾡ者訓細制度) Management Training Program
S ・ T (人事院式監督者研ﾡ)人院式Supervisory Training

II- C.C (最高管理者故1j) Civil Communication Section
EI-5 E・ P (ﾡ済教育) Economic education Plan

I-6 C . T C (創沼力養げ) Cretive thinking Conrse
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(c) 心環相談 Psychologica Counseling (MayO)
(d) ﾡく意悠と志気 Motivation and morale

(ろ) 従楽日との協力を促進するための技法

(a) 事業の成精に対する従業員の参与

I 提 案 1 度

I 契 励 金

in 所 得 配 分 法

利 益 分 配

V 株 式 項 与 制

M 株 式目 入 制

Suggestion System 
Incentive Wages 
Gain sharing
Profit sharing Plan
Stock bonus Plan 
Stock Perchase Plan

(b) ﾡ志通の方法 Communication Research
I 社 毎

II 業務の 現状恃告

I 従業日定期楽会

N 感込同有ﾡ地*

V 工場向けテレビ放送

V 生許、阪売、財務に関する状況をしばしば一般に間知させる。

(C) グリープ・グイナミツクス Group Dynamics
(り) 管理者としての任務を果すための技法

(a) 予測9基く 長期計直 Long-range Planning
(b) 短期計師 Short-range Planning
(c) 報告制度 Reporting svstemの確立

d) 組織計面 Organization Planning
(e) 工ﾡ督理計とその差立

⑴ 様型手続制度.ことに帙票の統制

(g) 原価計算と原価督理 Cost Accounting and Cost Control
(h) 統計に基く快定 Statistical Decision making

I サイバネティクス Cybernetics

S- N 線秀計西 Li near Programming
(i) 利益管理 Profit management
(j)予算統 制

(k)品境ﾡ 備

(1) Publi c Relations, human relations
(m) オートメーション Automation 

1 山本委次郎著フェイョル班論研究 P41
2 . 上野陽一訳 Shop Management 19Uう P9H
う. ﾡ有お野営規程 第う条要約

. 日本能率学校生噬 管理法テキスト P7
5. ドイツ作業硏究連盟は、1921年に設立された作業研究ﾡ家交会の事楽を、新し 

・* *、 ・

い基礎 y 立つ て引っついだ bので、作業標4さ め上びﾡ率慣金支払の基礎を探究し、 

脳脚し、 あらゆる分野の企来やT庁に甘及するととを任務と している団体である。

6. REFAのテキスト第一巻P79～86
7. Taylorsystem und Forstbetrieb R.Herber 192う

8. Die Anwendung des Taylorsystems in der Forstwirtsc
haft • V. Monroy 1924

9. 日本林学会誌第2う巻第6号

本衆労の学序論 平山定克

10. 伐木運材法 PI～7

IT 0 - R . Ope ration research
DI S・R・ Systems research
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第二章 標準化

のでめる。課的1な条件のもとでゃとなわれた時間研究の結果、定められた標準時開内に、 

ある一定の作衆量を、作発考に完了させよう とする、その時間研究をおこなつた時と

第一節 標化の意義

1 標の必要

一般に生産活ﾡをおとなつている人的、物的 (作業希、器校械、作条対象物) などの 

すべての妥米の間川には、お正いに秩序のみる関血が生じている。衽林事業忆例をとってみ 

れば、ﾡ本作業者がカア或はノコギリなどの幽具を用いて、ﾡ林予定地の地ごしらえ作業 

C従事していろ活ﾡとみるととがでさる。すなわち、 酒林予定地とは、相五に地ごしらえ 

という共通目的実ﾡのために、 接協同的関地を持っているととがわかるが、この地と 

し ら え工程完遂のた め払われたあらゆる 諸要素は、次の植付工程に従事する作業者、植付 

られる苗木、用いられろクワなどの物的手段との間に、時間的ずれがあつて も、相互が補 

促して作業を完成する関接的な関連を持ってい る。組版を選営していく上iCは. 人は勿論 

器具、ﾡ械、作業の対象物、その他あらゆる要素•の相互関係が、秩序と適正な平術を必要 

とし、さらにそれらの直接間接の間増と、 不足を補ない合う関連を合理的なものにする必 

要がある。Cの合H性を実ﾡするための方法が標的化である。いいかえれぱ、標W化は、 

何も定まっていないもの (材料、製品、ﾡ具、機械、作業方法) を最良の方法に確定し、 

これを維するととである。このことは、限られた小範囲 (担当区および事業所の此所彼 

所で勝手に多く の原能化を設定するのでなく、たとえば営林局, 宮杯等等の よう y、全体 

としての恭本的組織が、生産活めを形成する諸妥米のあらのる面の問違い、ﾡ樣を調形で 

さる、体系のある統一ﾡを持つた標ﾡ化でなければならないのである。したがって統一さ 

れる水的は、当初般良の もの を求める ことは困難であるが. 将で統一ある改ﾡを前ﾡとし 

た最良の方法を求める方向に、ﾡまなけれならないととは勿論であろ。またこのことは 

単純化Ic つなが る も ので ある。

ロスコウ教授 (Edvin 5cott Roscoeは「ﾡ的とは、実体または活動の測定 

ﾡ名、ナ、達成等の事柄に通用するための設定された規ﾡ、または承認さわた典別であ 

る」と定理している。したがって標津は、このよう意図のもとに、科学的研究のﾡ、

しいものとして定められた規祀でみり、ﾡ実をはかるモノサシであるためには、 木来は 

固定的な ものでなければならないのである。そのために一定の条件を前ﾡとする。たとえ 

ば才ﾡ作業時間は、柳4作業の実施を可能にする初的作業条件の成立を 前 と していろ 

同一の条件の も とで、作業をおこなわせなければならない。

つまり、一定の作業楽黒ﾡで興なる勝具械を(用しては到ﾡでさないであろう。その条 

件が変れば相的時間も変えなければならないのである。林業 経営 の対象地は、全く回一の 

作梨条 件 で こな う こと はあり 得な いので ある。ここ に現実 を はか るモノサシと しての標 

的設定自体に、一つの限界のめるc とを認めなければならないのである。

したがって科学的測の本的に我求するととろは、このような限界を認めつつ6、線 

他を設定して. その標的との風合によつて取実を標的に接近させていくことであり、能率 

を測定すると と であ る。

*業経営Iに於ては、ささに述べたように. n衆岡境の機*化はﾡﾡとしても、作姫方法 

f作染曲撮様、 業対象地の売成状ﾡなどの標化は実行可能である。標他作業球を、標 

(作業条件Iに統一しないで、また従衆の地域別作発方法を、そのまま認めて時間期測を続 

けて快定し今日におよんでいるととろに、国有林の標郞作業量 (課業) に 対する不備が認 

められるのであ る。

みらゆる生衆活動で、 標的と化が実施される場合の第一日係は、製品 (f飛対災の究の 

状態)の標ば化である。 ことで谷林事業染の増ごしらえについてﾡ体的Iに考えてみょう。

製品の標期化にば、地ごしらえ作業の売充了したP地に該当する。 ごしらえ方法のN類 

は、盗本技術上より、①全刈地としらえ、 ②条刈地ごしらえ、 ③刈htごしらえがあり、 

全刈地Cしらえには火入地としらえと深警刈地にしらえに分れ、条刈地ごしらえは、-条 

刈. 二条刈、三条刈の各地ごしらえ方法があ り、条を残す状態で. 終系刈、横条刈に分類 

がでさる。しかしながら、各作業の業基範について、明確 ,こされていないのが実状であ 

る。それでも林業技術者であれば、 (担当区主任および作業所主任)ともかく日的cそう 

よう指導し監督して作来を実行しているのである。ささ、 木などの刈払対象物は、 際 

から 幾ら の次 さ の ところで 刈払 う べき か、刈払物はどのように取扱い処理するかという個 

"の点になると、 作業者各人の将ﾡによつて状められている場合が多く、営林局、営林署 

ぐの全 休組様 としての 統一が ないので あ る。作業 を実行ナ る 場合、作業基準が な く .業 

の実施要係、たとえば、峯から谷 忆 下って作業を進めろ とか. 谷からに上つて進む。或 

は左から右横にむかつて作業をﾡめる。 その反対。またカマの扱い方、刈払物の処理方法 

等が異なれ：f、同一明所で同一作業者が、標準時間 内,こおこなう 作業信は、大さ く救が開
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くのが当然でめろう。いまやﾡられる初林地そのものが、期によって作られる時代は去ろ 

うとしている。基州は当然設けられなければならないのである。すなわち、標準化であ ろ。 

頭ば化さnれていなけかげば、いくら突地闘を実施して、作業に関ﾡするいかなる妥ボの不 

合理が撤されてい. これを徹底して改善す る ことが で等 ないばかり でな«、 育枠臓ﾡの 

料定も困歴であろう。従※、標他作桀による計廁活動の展関は、十分承知.していて も、c 
の多n る0業の形態を、は学方法によつて. 操州形態に統一 す ること の努力が不十分 

でゅったために. 御めめn(bf央i) 利用にあける細師のﾡ証が期しﾡなかつたと考

えるのである。

函有林の合理化を進めるためには、事業のあらゆる点を. 経洪的および技術的観点から 

説一した作業振"を8定し、ﾡW化し、密体者:飛者と。州認かして生産後の向止に努 

める c とである。

2. gﾡとW型

標ﾡが管理上のﾡ本でめ る理由は、次の五点 に分けて考え ら れる。

(1) 解理上のﾡﾡの尺度となる。

(2) 快良進歩の基礎にな る。

(3) 断dを御定するために、两杯生部 としての企業上の総べての方面に. 十分の闾り硏 

死ができ る。.

() 標助が狭る と、Hり の仕事が楽忆なり、したがって諸制度の改良を促し、管理法に、 

• いわのる「例外 廃理」を実行するととがでさ る。

(5)源dを守って仕Wをすnれ. あらる点に質用を谷くCとがでさ、 製品の品質を上 

くし. また値段を安く する ことになるから、 消費者の利にもなろ。

林業経営 においては、・ ・ cべた ように、nﾡ因子を谷い作飛条の標性化は四継と し 

て も、作業方法. 作衆留具機械、作業の完了状態の柄は化は. 当然進めなければなら

ない。

ﾡd化と近のしている普弾で、規格ﾡ一よびi城化という ととがいわれている。標的 

化は経で 活動お E び企奈上に起 るめら0る 妥ﾡにお よ んでい る が、規格統一ま た バ 化 

は. ラば化の一部面であつて、普通は、原材料、部品. 製品、そのm一般m品ICWナるﾡ 

w化ない、うのでかる。大に場いて標W化は現状以外に広く 遞別の対象を求め最も 合理印： 

な6のic#一しようとするに対し.Ni化は. ﾡ在あるととろの訳山のﾡ類のものをと少改

ic 丝YV するcと を恐味す るのである。

う.科学的料即法と標ゆ化

標は、能率を測定する尺度であることは既に述べたが、ﾡ的化は科学的管理法の骨組 

ななすものである。科学的理法は、 テーラーが、出本高の。標倣化.である公平なるﾡ 

一日分の仕呼量。を快定しょ う と したc とから起つた ものであ る。テーラ -は、この目的 

を連す るために、仕呼の分析的研究をしたのであるが、その制果生裁に関する総て の条件 

を板刷化しなければ. 出※商高の標はを定めることも、その均術を保つことが出※ないこと 

が利ったのである。テーラーは、後の若書“ 工場皆理法” (Shop managenent) 
で次のよう に述べている。

「工場および事務所を通して、毎日便用される工具用具および通ﾡは甘うにお上ばず、 

除みさ れているﾡ々の小さ な作業 に 用いられ る方法に至 るまで、標軍化し なけれほなら な 

いととは、いまさら ゆ4 し«術ずる 必要はない。作業 に岩する 時間を 限定 し、その時間内 

になし/るべき ことを定する以上は、先づその曲備として、総ての細師地よび方法にわ 

たつて、究全な標陣化をするととが団ましいばかりでなメ、むしろ絶体に欠く べからざ る 

c とであ る。」cnがテ - ラ -の主張するﾡ理法であ る。c のようic如何に堂細なと とで 

t. 生産に関する条件は、総て標的を定めて、これを維持していくこ、とにより、はじめて 

その統合描果外でめる出※高の標やかきまるのである。合林生産事業で、ﾡ識化すべさ町項 

は、各工ﾡの作業が究了した林の状況 (地浜、林板)、微栽苗木 催用脳城様. 設備. 

(作発方法等、育林生彦事業に直ﾡ関係のあるりのの他 その評理方法 事すを等につい 

て も考えければならないのである。

. 標 池制度 の 順序

Q)現状槐直

I 徳林地の種々 の型および育林生産 各工程の 作※ 完了 時点の状 態ま た は 寸法で示 さ 

れていろ ものを調査する。

II再林生産工程、作業方能育林生産各工理の完成時点の検査方法を調べる。

III 何卒かの標唯が用いられてねれば、 cれを調べる。

(2)現状謝査资料の研究

I 林生降の各工ﾡの作衆充了時点の烈. 寸法の種類をへら せれるか。また その呪、 

寸法を単一化すれば、光、阪、管 土壌、傾斜、地床ﾡ生等の自然量境因子にどの 

ような変化があり、また生命林木が、それらから- どのような財杯を受けるかを研 

死する。
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II 育林生産各工程の作楽究了時点の他に生産に際する要末を、標進化す ろ必要があ 

るか、それc加え て技術上お よびﾡ営上 の立場か ら 頃郎化が 出來る か を研究す る。

(ろ) ﾡ的の測定

標的化しょう とするものの性質にしたがつて、その標的がﾡﾡ的な種類のものであ 

るが、重要なものであるか、の有無を謝べる。次に一般におCなわれている標的がめ 

nれば、両者を比核検討して、その何れを標準: とす るかを定める。

第二節 育林生産の要素

1. 育杯生産の意委

f林生配とは、林地に価位のあ る材木を仕立て林木という 製品を作る ことである。したが 

って. 林木という製品の作り方と、 作るための取まとめが生産である。この作り方を研究 

するのが林業校術であり、 取まとめ方を研究するのが管理技術である。著者は、 との二っ 

を組合せたものが、狭い適の林業技術と場えているが、実には育林生藤設備、質材・ 

その他生産に関係のあ る総て の事項を、林業技術のﾡ地から研究す る ことにな るのであ ろ。 

2.育林生帝の要素

生産Cは、既設或は、ﾡ効の積々の要奈がめるが、次はその主なるものを示すものであ 

る。

(1) 材料 (植付用苗木、その他材料)

(②)生商設 備

(ろ) 作業用器具

( 作業方法または製名方法

(5) 規格および検査

(6)運 搬

(7 作業R
これ等の各要素が、計ic対して目的に合致するよう活助して、生配に帰一するよう管理 

するのが生亦管理である。能率のよい生ﾡをおこなうためには、これ等の要素がよく 協網 

しなければならないが、これが管理の木 要なる 点であり, それと同時に、 各要自体が、 

最善のもの、若しくはﾡに撤ﾡの状態に維持されなければならない。 キング・ハサアウェ 

イ (King Hathway) が、 生産立素の標的化お上びその維持を、特に主唱したの もこ 

の 理由 からでみり、また作業研究等が市 要視 される 所以で あ る。

第三節 材 料

1. 材料の概念

材料は災品の主体をなすもので、生炭要素の中でも、重妥なものである。材料には、製 

品の一部と して残る ものと、製価のために必要では あるが、製品の中に形をﾡさないもの 

とに分けるととが出来る。前者を直材料、後者を間ﾡ材料といっている。育林生流に於 

ける直接材料ば、人工林にあっては紙栽 され る苗木、天然林では商下する天然磁子である。 

間聞 •料は、苗木樹包用材料、曲木記料 (固飽肥料養). 倒木起し用縄. 枯認剤 (粉末ク 

ロレートノーグ、クロ シウム)、出虫防除斐剤(DDT. BHC. シリデン)3である。

いま、仕立るべき林分が決定したら、 その杯分を作るために必要な植栽苗木について、 

次の 点を 明らかにす る必受がめ る。

(1) 樹林. 品標

(2)植栽苗木の苗令

(ろ) ﾡ載苗木本数

() 梱包材料が どれだけ 必要か

・
(5) どのようなﾡ序で植栽されるか

(6) 不以 曲木 c対するコトリの率

苗木以外の材•料については、次の点を明らかにしておく 必要がある。

(1) 1na当または位当り幾ら必要か

(2) 使用する材料の種類、寸法(これほ時として. 作業方法の造び方によつて異なる) 

(ろ) 不良品に対す るユトリ の率

2. 材料の標的化

均一な、よい林木または林分状態を作るためには、林分を構成する植栽苗木および苗木 

以外の林料の品質が標的化されていなければならととが当然である。材料の標準化とは、 

構成 され るそれぞれ の 林分 要求に応じ、使用する苗木および曲木以外の材料の和類、形状. 

品質を技術的に研究し、最適なものに伏めるととでめる。これによ つて材料の規格を作り、 

山山 苗木または腿回品の林制をおこない、そして、材料の種: 類を滅じ、林木を均一なよい 

ものcして. 生産原価を低下さ せるのを目的としなければならないのである。

材料の標他化がおこなわれない限り. 林木の品質は勿論、出来高のﾡ的も快るものでは 

ないのである。同じ材料でありながら、仕事のやり易いのと. やりにくいのがあるようで 

は、時間研究しても. 真の標改時間も供らないばかりでなく. また作業日の協力も得られ
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ないのであろる。

材料が、標的化され、規格がはつき り快まっていれば、 作業考が標復の材料を関って仕 

事をするととCなるから、 作撃及場での仕事の評理もおこない易く. 毎日の出子高、作業 

方法等の変助がなくなり、材料のムダが少なくなる。また購買が出來る。Cれは標のを 

保持されているととに上つて、はじめて確保されるのである。

5. 山出想苗木 (直接材料)

山出苗の適格性 は、発育が完全で、松付C適した大きさで、活若がよく、ﾡ付後ﾡ全で 

よく成長する系質を嶋えたものであるが、お業試験場、坂口博士は、形態条件のﾡ点を次 

のょうに挙げてい%。 .

(1) 幹が真直で太く 堅く、従長が分岐していないもの

(2) 核狂が法正で、枝や葉が下から通正cしげつていて、頂ﾡが充全なもの

(ろ) 機系は、主根が短かく、垂直に下方に仲びて細検が多く、からまったり、曲ったり 

しない自由Cのびて、まとまつているもの

(り) 地上部と 地下部のつりあいが とれているもの (同一樹ﾡではTンR率の小さいもの)

(5) 樹勢がさ かんで. 組織が 充実し. 樹種固有の色. つやをもち、病者やキズがない6
の

第六図 標苗木

樹 種 苗 各 大ささ 備 考

ス ギ 2 25～40 cm
ヒノキ 2 25～35
エゾマッ う ____  30____
トドマツ 4 3 0
カラマッ -2 ： 0
アカマツ 2 25～3 0
クロマツ 2 2 5〜ろ0

また宮崎博士は、ﾡ和別に 良 苗の標"を次の如 く示している。

(1) 発育がぞ全で、組報が充実し、枝葉を四方に仲長しているものであって、かつﾡﾡ

の芽の太い もの. 苗丈に 対し の大きいもの

(イ アカマツ、クロマツなどでは、立で、頂井が側芽よ り も優勢である もの

( スギ、ヒノキ忆あ っては鈍円錐形で. ズングリ型 (開張型)、頂芽が太いことが 

望ましい。

2) 根は比較的短かく (勿地上部とのつりあいのとれた長さを有する)細根がよく発 

達し、かつひげ根が多いこと。つまり根張りがよ«充実していて、根の再生力のよい 

苗であると と

) アカマ、クロマッiは、血根を有していて、上記の柔件を(する。の

ヒ) スギ. ヒノキにあっては、 直機を欠き側検系であつて、 上記の条件を具何するも 

の. T/R率はそれぞれの商令c応じて始なるが、大体において苗文若しくは、I 
量を一定の 後 囲尼おいた場合 に 2〜う。 がょい。

0) 秋球が仲 び過 ざたり、精興 部が従長 したりしないもの

) アカマツ、 クロマツにあっては、土用芽、秋芽の 出ない ものが望ましいが. 止び 

を得ない場合には、中心 とな る頂芽が側芽 より もば勢であること

何 スギにあっては、秋幸ﾡの来るーヶ月ないしーヶ月半前までIC、上長成長を呼止 

しては内の充実しているとと。 ・

(り d度の低下に#なつて賞ないし赤ﾡ色の光沢あ る色調を程するc と.

() 病虫害や傷のないとと、 とくにﾡ系がいたんでいないとと。

#のかつて効務した大阪営林局の標びは、次数の通 りでお る』3)

第七図 山行苗木規格

区 樹 苗 苗 枝 根 太 根 2 リ

分 卜 令|長c 張q cm さ
の

地上部 地下部 R
実 生 ス I ! 3 0 2 2 25 5 うa 9 2～5
-- 

一
II う5 25 ； 30) 7 5 5 1う 2～5

________ 』 ヒ ノ キ I [36 20 2 単 i 3 253 2 〜 4
1 面 う 引 2 0 26う ] 40 1 2 二 4" "「- . ---

___ _j ア カ マ ッ I 2 0 i6 2 0 | 6 1 25 8 -2～1
一」 T: 25 1 8 .---マ*w4 25 8 40 12 「2～

1w*"等***業.** ク ロマツ 11 2 2 1 8 2 2 I 7 1 27j 9 : 2～
U 25 2 0 25 ： 9 U 0 j12 2～5

さし木 ス ギ I 30) 1 8 20 う 15 20- __ 3
t 7 _ " 

ろ～ 7
35 i 2 1 25 . 7 20j 50 8 う～7

ヒ ノ キ I 56 1 18 1 2 0 ! う」 15] 20j _3 う～7
レ ろ5 ； 20 j 2 2 ■ 5 2 0j 40 , 6 「う～7
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. 苗木以の材料 (間D投材料り)

既に述べたように.育林生席における直接材料は格裁前であるが ・ これは生楽が究丁 

し. 製品となって も、その一部として残るものであるから、林木の品質、原価、出※高« 

に直接関係することは明らかであるから.一般に注意されるが•間接材料および消耗品は、 

性質上から. 林木えの影新が明らかでないものが多いため. 一般に深«考えられないこと 

が多いのである。しかし、間接材料、河ﾡ品も、 その目的をはつき り分けて見る と、枠木 

えの秘界は大きいから.直接材料と同様に、品質の標他を狭めることが大切である。

• 育林生産の間接材料は、ﾡ用の目的から次の四瞳ﾡに分けるととができる。

Q) 作柔のための りの

①クロレートッー ②ク ・シゥム. ③D D T. ③B F C. ⑤苗木捆国材料 (ムシロ、 

掲)、②協料 (ガソリン、モビル). @t金. @a. 物材、⑩石材等で、 作業

るのに必要なものである。

(②) 設崎のためのもの

@n業所。 ガラス、数料、で比. ②械設備の運坛お よ び安全に ﾡ う 西 集材 

彼のローブ用油

()作業員のための6の

①業照. ②す炎、G@膜、③マスク. ③及者防止、③スネフテ、②作条術。新作

業目の健康、保分のために必要なもの；

(り) その他の目 的の た め

①業標d、②保育場版 ③u火呼標義板等で、前三希に含まれたいもの。

第四節 設 備

1 林地と生商設備

林業の生産というのは、一般的には、林地C林木を育成し、 とれを伐採、加工、搬出し、 

太.ﾡ、炭など とし. 消費間場で阪売を目的とすナる請的一連の活動過程をいうのでみ 

る。しかし、育林生産 と は、土地な基盤をおいた価値生な いいかえれば、林にいて 

生诉の材料を決定し、その生産. の仕方を決定し、目的にかなう質と量を有する帝間を初成 

して、伐採可便に羽腥するまでの連続生産をいうのである。ここにいう連続生産とは、原 

材料を ー ケ所に供出すると、盛後に製品となる盗の動序、加工され る ものをいう のである。 

したがつて林木の生産方法は、 定められた目標 (これに林分が生産完了 とな る到芥 门 操で.

生所日的ICよつてなる)である樹令、蓄積、弥バ年、樹高、佳高新面精.『立本数な

どを定め、林地に的木をﾡ栽し、 それら の市木が林木 となるよう育成上の施業 をほど乙す

【、 方法をいうのである。ここ において、ﾡ林生ﾡには、林地がﾡ受な地位を占めるわ

けであ ろ。しかし、 そそで林地なるものの具体的内容を明らかにしてかねばならない。 

ことでいう林地とは、林業上の土地をいい、 地盤と、これを掩う空気を構成すると ころの 

要素を 何•合した ものである。このために、林地 としての藤能は、単に土期のみによって構 

成されている ものではなく、林木の同化作用および呼吸作用のため炭来に岡※を損取する

る地上の空間 も 合めるのてる。

日本能率協会純の生産技術誠座工板研究cよると、物の生産手段は, お械、通委、袋盤 

のように 直接に加工をおこなう 作業手段と、作ﾡ段を保持し、 運搬し、或は加工に必要 

な特定の環境条件を与える間接手段すなわち、施設 (土地、建物、、間接設() とc分けら 

れる と述べている.

第八図

物

-2 8-

/ 直 材料

/生産対尖
( (材料)

間 接 材 料

...

(F業す 段

段

商設術

間設術

また上田、笠井の両送、生藤符理にガける生流設(は、
「直ﾡ材料ま たは品物の変質、

変形のために使用する設備の主体を総称する.I と説明している。

これ 郎の第 を 引用 し、経営 的 立場で 育林 生産 に お ける林地に ついて 考察 しよう。

小出房吉間士は、 土地は技術的性ﾡ2有すると して次の点をポげている。

(1) 負収がある
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(2)植帝力がある

(ろ) 養育力がある

+なわも、本地は、自然 (所を) を意味する土地と、太陽から条る熱額を利用し・ 百#生 

際の作撃員と m る数 (製鉄工場に おける燈鉱炉或は化学工毋に おけ る 苒沛羅 と 同じ) 

としての設備の二つの性格を持つていると考えられるのでめる。

おぬは. 樹稲、作業法の決定. 或はH"こ進んで作業級の構成など、育杯生産のあらゆろ 

質的の重要な る 物的基提の規定者である と 同時に、また落植破を快定するなど、拡的IC列 

+るャ的脳の拠定、いいかえn. neue (彩を各び) の変化を左右する装敏で

あるといえろのである。

とnは. 林地を林木の生帝手段 としての直接設倫 と 見たのであるが、間桜的には、その 

林地内9仇く 人。が. 役も能率よく、安全に作梨ができるための設備、たとえば、 作業面・ 

呉面. 場上び合*性降目的である杯不を保移する成火ﾡ、保翔樹帝等 も 設備で あ る。かく 

して、血接材料である植裁木が、林地という生部設ﾡの上にのせて. 両者が有機的に一休 

となり、しかも、それに 杯菜技術行為の適用により、合目的にかう枠木に成育 (突質・ 

変形) するからである。したがって、まえに述べたように、内生除要素の中で、住産に 

関係の最も大きいしのの一つは、 cの応設仰であ る林地といえ るのであ る。

いいかえn、試定設係でみる中*を. 持続的に利用しっ、,泳動資村であ る苗木を、 

直#木という製品にに4化ナるからである。とのように林地は、育林生席における【的 

な設働であると共に、そのsは、自然系Fによって. それぞれ千差万別であるが、次の 

諸点が合理的に維持されている用.経済的価値が高くなるのである。

(1) 苗木. その他鳳材料の幾得関係

(2) 労のカ唱達

() 生商物の運搬

したがって、は利用イ (設保? の良否と、幽載場間 (材) のせ状が、その再林 

生母力を、持続的な.そして能率的な生.産力にするか或は、不能率なものにするか、何か 

のu合してt、供定的な#果を与えるのである。とのために. ﾡ一として、生所対みの 

各林ポ の修力 を 適時に 判定し. ま た 一定量 の生産. 勅 を*2ため、生溶過程 を 構成 す 2 □ 
間の合理的な作業関係を狭定しなければならない。科学的管環の下にかつては、(作業研究 

cょ り. 終イ飛がW"化さ川業度が加せられるがとの可由ICより、生産設備である!,:

に. 敗も合轨した材格 才なわち、V新樹和は、&のぶ定について、十分の注意が 

必となってく るのである。また、このような苗木を植栽しても、天然生神子のﾡ球新 

を期待するにしても、生命設備である杯地内で、これらの苗木または、幼樹が、何切から 

も限ﾡされることなく成育するように、林地のﾡ備、つまり怖前の地としらえが、完全 

c実族されなければ、ﾡ裁成林、若しくば天然下預u新の目的通りの成果が期待でさない。

いわゆ る生産が低下するのである。 にその後の生商過程にあっても、生ﾡ設備でるる林 

地内に、生率目的である林木の成育を限者する社革木が生じた場合は、生産に影報の無く

るまで.a 草木を 除去. 清神す ることは 当然で みる。これが 下メ、つ る い、除 伐作業、 

cの作楽を実距する唄界と、実施しない限界を、生形目的でめる林木におよほす影より、 

技術的に究明解供し、雑草木を除去する 回数. 経退年数、作業適期などの基嫌および作業 

方法を確立する と共に、それ等が、生席 晾 価を最小にするこ とに結びつく ことが望まれる 

のである。しかし、 cれを確立すろにめたつては、その一つの工程の設備の精度が、或る 

限界よ り低く なると、たとえば下刈作業が板雑に実施される と、生産製品であ る杯木ば、 

急激に生育不良 と樹の変形を生 じ、曲り の 多い恥 だ ら けの 故低の 品物にな る傾向が か る。 

Cのため、一^つの工程の基的を快定するに も、ﾡﾡ的にのみとられると、ﾡ果は、労力を 

ﾡし、経費を無駄にする ことを •常に考恵に入れなければならないのである。これは、林業 

が一生ﾡ過秘に、数十年の長年月を災するので、連続的有機的過理である ので、当初の計

および実行に不適当なと とが発見されて も、生府中の林木を、或る理度權性にするので 

なけれ•ぱ、之を根本的に変史す る ことが、 できないからである。 . .

2. 生際設崎の良否

(1) 地 位

林木の成長に隣係するものは、 土地の良否のみでく、 方向、ﾡ谷、風衝関係等を含め 

た立l 也 の良否であるが、このf林生商設ﾡである林の良否、 すなわち的、 質的構成を 

規定ﾡとしての具体定変示は、一般には地位で示される。地位とは、森林の地を、 その 

土地における樹木の長量または、収獲班で表示したいわゆ る生産力を以てﾡわした比較

的表現で あり、その区分は収獲 我によ って 示さ れ測定されるのである。

しかし、収ﾡ量は、一定の旗業、いいかえれば一定の樹ﾡ、作余法の前ﾡのもとに考庫 

されなければならないが、現実の収獲量の多く の毋合、取扱い上の湖龍、支たは外界外の危 

害に依り、一定の施葉条件の下に、理想的なものはあり得ないのである。収ﾡ量というも 

のは、絶対的な ものでなく、相対的なものでめり、変移的ものであるから、地位は定 

的絶対的なものと、いえないのである。
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一般に、ゞ生産が了か、ﾡ了に近いﾡ分について・地仰が除ぜられるととがみいの 

も. このためによるものであろう。

東京営林局では、林分平均吹高直径を益礎として. 第九図のように区分をなCなってい 

る。

第九図
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ス キ 県京宮林励

、地 位・1 
杯 金 1 II 山

10 -68- 5 う.9
-_______ 1
15

一'一、---- j
1 0.9 ii• _•*' ww ・ ー-- ・ *、4、甲番、ペ*

8.り 
・ ・準 ャ*-...・**率*幸 60.上... -- -- -

20 1.7 11う &.U

2 2 ____2__ i うる 33
引0

.. ......... .....* 、x .... ..... ..... 4
20.9 i6.i 11

ろ っ 2う.6 i 8.2 1 2.9
4 0 • 25.9 ' 2 O'U 12

り 引

___________ !__  
a 7.8 a ie 1 ラ.

ら 6 z9.1 
-----------------:---

2 2.9 i 6.1

うう う1.0
..._____ __ L -_

2i.i i7.う

6 0 3 2.2 25i コ 180

6 う
- <■ » ********* 〜一 〜*〜** w.*熱導 **後****〜.*

うう.2 .---------------- •--- 2 5.9 1 8.6
7 0 う.U 2 6.っ 1 9.0

(2) 地 利

さ aに述べた地位は、 土地の生所力を表示し、 土地の経浜価価を 変ﾡす るものと 界徴 さ 

れるが、同一生所力を有する林地でも、交通 の便利. 帀場え の近接. 流送のよ うに特殊な

運撤法,的る】限等の経済的位 銀の優位に ある 杯ゆ は、このよ う な関係の無い林岫に及べ 

て. 同一樹和であつても高価の立木価を持つことになるため、極めて有利な位Rにあろと 

いえるのである。地利とは、林地のﾡ的位ﾡの有利な程度を夜ﾡしたもので、 ﾡが的有 

利の地位 ということがでさる。かく して.地利は変通のﾡ否に よ って 判断 される 客ﾡ件を 

示才ものであるといえるから、牛産期間の長い育林生帝では. にﾡ況のみによ り地利を 

快定するC とにはで成でさ ないのでみる。なんと なれば、今級 の韓線 林道網の 完成 した烬 

合の地科級を予ﾡし、対慮する必要が生じてくるからでかる。したがつて地利細は政る- 

定期間、たとえば育材生帝期間の五分一3cついて映めるが、地利机決定の因子に、労伪 

供給力よびその労ゆの生麻性が加えられて検Nさ るべきであろう。

労ゆ力は、労ゆH. 労のの量. 労仇の質の3点よ り考えられ るが、育林生産にあっては. 

労何 力 は 生産血価の 般大要素 であり、労伪賞最無、能率最大なる地域は、まさに変通催 

る枠地のﾡ浜的価値に比適するからである。cの場合、労のの量は、一定の※件下でﾡﾡ 

し得る作業員の数を意味し、"ののmは. 作業用の体質の強健. 技術の熟解度によって決 

り. その質の向上は、百中生藤の製品である木の質をﾡすことなく作交能料を向上させ 

る。いいかえれば、生童原価の低減 とふ ぴっくのである。交通不便な地域に. 納浜なな業 

技術が発選し、林業先進地となっているのは このためである。

以上総合して考察するとさ、林地状況その他が同一な る森林(一事業区)単位で、地利 

級を判断するものでめるから、一ﾡの生席設備とし見る杯 (#分) では、地科級が、杯 

B設備の判定に大き な意殺があ る とは、戦えないのでみる。

(み士 納

良否判定のも うーっの方法は. 地盤または土婦の状製によ a ものである。+なわち、土 

例は付林生産に影特ある懸岩、夕. 降水量、#. 林況の総合的作用により、生成され 

たものでみり、 その林地の黒境を適研に代数するからである。具体例について述べてみよ 

う。1り度以下の認納か、或信平抵な地形の箇所では、あまり乾燥した土身履見られない 

Cのような平mに近い土ャは. -役に土層が厚"- *やu質. 緊ﾡ. 湿 潤 で邕るが,通 

気. 水逃しが悪いととが特Wでめる。H斜が民々と急となるにしたがって、地社面のﾡ化 

W周物は、 不交定となり. 地表面を流れる 水や現力によって移動し易くなる。かなりの急 

H斜の箇所でかってb. 夜定している土地は認められるが、ペ斜う0度以上では、 るくの 

場合御行土とﾡてょく、一般役に那学的性質は良でめある。ﾡ納が45度以上になると、& 

化用物が山腹に止り 得ないで、極めて浅い土樹 とな るか. 或は基岩が露出 する ので、林木 

の成育は困慌C あり、このような箇所は、百林生商の設崎としての林地という対ﾡから、 

除外されるのは当然である。つまり、斜面の上部では、侵触によって、土地の一部がﾡに 

移動し、下方に持ち去られ、斜而の下部で は、それでがﾡﾡする。その中間の部分は、土

の流亡と増ﾡが、一応平衛はしているが不で定な状態を続けているのである。いうなれ 

ば、育林生産設備である林 州 は、ﾡ斜が?度から15度前後であつて、その大部分が不安
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定な平衡を 続けているので ある。これﾡの林地は-前木ﾡ載時以外には、鍬を入れる こと 

bなく. 土域の#転は全然とわれないのでるる。したがって. みるﾡの何斜がみっ 

て. 土ﾡが多少不で定な状態にあるほうが、通気、水透しが艮 好で あ ろか ら・ 育杯生際の 

生産目的物である林木の成育のために、かえつてﾡしているのでみる。かかろ斜面では. 

ﾡ化砕物が機械的に. 上位から下部に向つて移動するばかりでく、地表. 或は土地中を 

如く 水の滴長が、斜而上の位 救 によって も、 著しく発なつている。斜面上部では、水が流 

亡するだけであり. 下部には、その水が媒まつてﾡに供給が貴高でめり、これと同時に、 

水に可溶の塩*類も、上部では 流亡し 下部 では 集相す る。とのことは. 斜面上邸は単に" 

煤し易いだけでなく、養分も 乏し«. 納面下師は水分と同時に養分もせ高に供給されるの 

である。また同一の斜面であっても. 斜面の形状が、凸形であ るか、凹形であるかによっ 

て. 水の動きが支配されるので、それに伴なって土壊の性質や. 形態がおなっている。十 

なわち、幼年期地形にﾡられる凸形の上納面では、斜面上筋の緩創師分は、比較的厚い 

土めが形成され、この 岡分は乾燥、若し«ば弱乾性 の土歩が広く分布し、斜面の大部分は 

価行士で. 下部はM伝土となつていろ。壮年期ないし晩壮年期地形に乳られる平衛納面や、 

下降斜面では、ﾡ面の大ﾡ分は簡行士で. 下部は施積土となっているこ とが•多い。特に下 

降斜面の下部は. 上簡よりほﾡ名のﾡﾡ地形となっていて、はとんどの場合が通夕. 水透

しの良い土ﾡでめある。かくの如く、森林下の士物は、勝耕地に比べ人為によって振乱され 

る ことは遥かに少なく. 長年月に重つて一定の母境の下に生成されているのでめる。した 

がつて. 土の縦断面をﾡた場合、特長のめるいくつかの層を形成し、その土お層の形ﾡ 

は、生阪に関与したﾡ版ﾡ子によつて一定のﾡ向を持っているか、 ロシアのドクチェフや、 

アメリカのマーブットによつて「土納は、生きた生物と同様の自然法則の支配を受け、生

成に関す る m境諾作用の相避に よ つて形態的に も、ﾡ 質的に も 一定のﾡ向 と 規件を神 つ 

旅史的な一つの自然物であ!8] と提唱されて以も この考え方に基いて、土ﾡの調六分細 

がおこなわれてきたのであ る。吾が国でも, 大政、宮崎両博士か、土加の形博と値生との 

間に密接な 關係があ り. また地形を 状 と した水分品境と の間に一® の規律性の あるととを 

明らかにして. 京林土財若第十認ように、彩無別の期本数に知別した。

国有林の土承: 関査分類も. この本本製にﾡ別によつて実施されているか、その熊徴告 

が多くなり. 現在では土的図として発役されている。

林的の良否、つまり育林設備の貝否は、土地の肥を標織とするものでなく て. 土地の 

生商力を標がとすることは、既に述べたか、とはﾡ杯した林木がよく育つかどうかによ

-ろ-

• 一

の一型 の

主型 A。 g
=-------ニ 一 - - 〜"いicテ

A_________ 登_

.ド・r ィーュ-
_____旦___________ 屢______ :

B__ ........__
F.で"な® すマ. こ<にTg 
パSいM1骨バで"つミビボカo

・.xeごすい号 s.arxボrt
ハ.〜・がやる

.※る a
く凝恒かあ4ヒころ农果安 )

ボ史建チ 3. H®な本本ド 

> グボwe 発 達_す ろ こカリ

7 支@cうすい本、F ﾡ求、羽ぶ、で系ド 
ハBﾡ ヘち っり は 刊*______

イ、 高区て大ロ來主ては太ある) 
ロ.*. 型黑求一 ______

ャ 
レ

B. めまり宛をし与い
イ. 交い太G てスで味バスない) 
ロ.型供し. へ 普求ら り ___

不 天い区でr番名ここずイクioミ 

とシハ) S.9デ、へ 4 火あり

Bosx)

ﾡ く)

F.H 忍 ぶい
H®は状. E型

おまリあ遊しWい

度 支そでうずで 口、港ダ疝代理史 

へ、H星 への ゝっリ は判栄 

イ.さ、日、らで、ぶ天 入函意求承ふに

: や.Kが*述 皇 ザ 座 じさお

_______________________
イ 恐2
□、 S が※こしさい____

B, (キィ) あさﾡ違Lない
ィxでる、口、河へ*は. 、A骨面 

出せ 、 三 A:8地ﾡセザ

4、延す
三 別に英当べご室と方い

林 Bo(夕書) あ去り幽良しゆい
イ 添ねる. 百、己る天はぶ

二ノ舟巴利状. 三. A:4状

「7社き 古 力 

レ、,坚後

B,(杯) め* り迷並しrい
イぶれきでうい さ、w®へ*支

、 A.～人:町さ式 __________

: イ な乙 ロ、六ンにズ丘 京足金 

とない ハ ﾡ

Beくﾡ)

B.(A係)

あさ リ ﾡましない
-- - ー ・--------

あまりﾡ注しはい

イ、ぶス)g(7②べない) H.E面 シ 
つリ*中条 ヘ.A/®ﾡ米状

"^冬木ある厳(迎；"/\

H、Pヘ"シつリ(、へ可や状

ロ.力べ中にﾡ堂べ姿yさい
1 不 灰墻術色

・ 特別に常塁がごこしさい

*土 G

で項干 交立する 
ミり 

Hあい否〒なをする ! 

こ ヒろリ

ﾡﾡがかった承ネを

ﾡぶへっkKる色

ヌ神宮 さ、 うべな市立 

へ下ﾡにﾡあリ 
ィ さべば載

.営、者及色"Gﾡゃリ

Po Fnが交立し、Hイ 

ﾡ式町ボ、立状

不Aな京るでうテいかでまうる

□.A2"・ム(色.、さ当さし
本3ごビ、す5L卜さ、 索名

Bﾡさ苫未浜色 2. 三 こがめる

Ppェ 同 上
イんイﾡうすいのベみ。ロ、ペz督aず

N 当 E 色8 ベ レ※e s ﾡビ色. チ g コ レート 必

Po- 同上 X (あ〕衽 み"ご色、 45レート色

レ 
メヒ1 〜

R.. FH福が子:じ特にHか 

"受い。上書せ町ビダ」
X太色- 円 ヾ或 な5色、カベ忒

ェ P. イ. A 譬 師 X 史 カボ こ.A -番京師計 
_色ごSe や ○当り) 、

*き. 登色

X Bl(ベ) めりヂをし☆い ;• 1
ぶで。い 

空き
ﾡ※せ、赤ﾡ色、カべ

Bla求)

------------------- 上 

百T 一 Aで が田求

s
B("状)

スなは孫求,近で 

A空受式
両 工

P1 ○や#) っさり箱立しばい
ス省ほ務状、ヌさ スでず
火ではなボ らへ登灯 间 工

R (な性)
F.Hを が忍立 し、 

とくにFや2する

柔極天名
<粒ボ. 粒状 ・ 形ギ

系色、うで、ﾡご 
ご求: 下イカベ

〜 *+ .ー.〜.

ス ) あ* りﾡし☆い 欠 砕 東松色、 カー

-う5-



ってまるのであろ。林地は、播種によ って、その生産能力に差異を生じ. また各樹ﾡは、 

それぞれ の適用を方するが、cれは土場の特徴や種類によつて区分でさ るのである。

スギ. ヒノキ、マツがよく成育する土ﾡもめあれば、山岳の中復地帯でマツは成育するが、 

スギは育たない土屋もあろ。またどのような樹種を植栽しても,ほとんど育たない土地も 

みるのである。つまり. 土ﾡ中の水分、養分. 空気量が十分にあるよ う な土耶ば, よい土 

といえるが、 Cれさのうちのどちらかゞ一つでも極燃に不足しているような士は. よい土 

あとはいえないのでめ ろが、何れcして も林地の良否判定には樹林を前提と しなければな 

らないのである。土野設 (こよ つて. 林地の編汲区分をすると 第イ-豳よ うになる。

この表によって. 一応林地の皮否を判定することができるであろう。こので明らか 

ように、育林生産の対象となる林地は、一等地から三等地で、そのうち四等地が一部入る 

であろう。羽十二図は大阪営林ﾡにおける土部を示した。ので.地区別および海抜高で、

め我樹程の規期を 没したも のである。cの炎は、大阪営杯局内の育林生産設備としての 

休地のﾡ在を変示したものであり、一面.林地の性ﾡを基的化 (標化) したものといえ 

ょう。

う. 生配設(の純持

生産改偏としての林地において. 育林生産を阻ぜするものは、林地内に楽生する地床植 

物である。cれは.化学製品石における蒸油炎ﾡ内に附着するユアカに類似すろもので. 

との装ﾡでよい製品を能率よ く生産するには, Cのユアカの除去が問題となるのである。 

同様に、育お生席にあつても. 地床植物の除去が重要なととである。

地床植物は、次のグルーブに大別するCとができ る。

1 . 棋曲り竹

2 .笹

ろ. 雑 草

.つ る

5 .か や

6 .し だ

7 . 木

8 .その他

しかし、実際の林地の状ﾡは一ﾡだけのH純なものよ り も.とれら地床植物つ生によつ 

てれているﾡ所が少い。このために.床ﾡ物の占有ﾡ合によつて、林加の状ﾡを判断

第十一図

土妙型区分によ る林の家級奨

大わけ 土翌型 ( 考

非府によい土ﾡ

(一3地)

羽設営ﾡ色義*土 BE (前橘)

瞬1性初色森杯土 BD (前計)

色士極_________ BI (団位)______

uのs も との谷Mや 

谷mによく 乳られる

よい土

(二等地)

弱 湿性 掘色森杯土 BE (定i) 
適沼性神色森林士 BD (m行)

黒色土郷 BI (回戦) の一部

広い台地、および山 

の斜面の中復に克ら

れる

それ忍よくない土 i
(三等地)

!1
1

1 !

ﾡ補色森林士 BF
黒色土部 BI (敵状)

通潤 性褐色森杯土 RD (定i)
適潤性褐 色森杯土 (役層発達不良)

通潤性褐色森林土 やや乾性 BD (a)
座性場色付主 BC__

株杯の取扱いがわる 

かつたためにできた 

ものが多い

わるい土

(四さ地)

• •
I
1
i1

乾性褐色森林士 BA ・ BB
地下水土ﾡ G

•ー’

黒色土部 BI (力べ状)

赤色土場 R (を件)

他件 ポドゾル PD

山の座根. 傾斜面の 

上部に乳られる

非府にわるい主

(五等)

・ • ・
1

ﾡボドゾル PW
赤色土場 赤いはげ山

受触土 (ﾡ質) はげ山

愛ﾡ土 (砂質) はげ山

はげ山
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しなければなら ないのでみ ろ。

ところが、林地保全の立場からすれば、生能設価を 伊器保全す ろ ものは、 またとの地床 

ﾡ物である。cの相反する事実の上に立つて、ﾡ材生商のために地床植物を除去する作業 

の度合は.uに千変万化する自然条件因子も加わつて次はとなり、 在の林業技術によつ 

ても、 十分解明されなければならない実情に迫られているのである。しかし、いまのとと 

ろ. の戦告は、林地に系生する従卒について参考になる。

大通氏が、1913～1917 年に高谷試験る、イ ネ科草類を 主体 と したi地で、 ( 

占有率80%) 季聞と重量の関係を型査したととろによると、草類の施 盘 は. 8月下か 

ら9月下にかけて使も多く、 また一地加するのは7月上ﾡを中心と した前後単 0日間 

であ る。

季間と年支の関係について1 949～19 り2年に.井上氏が調定した桜告によると、

5 月中旬から 6 月を経て、7月中mまでの間の仲長量が域も大さ(- しかもこの間に大部 

分の仲長を終り、 7月下頃からは少しづつ岐丈を増している。ﾡ十三図は、 70種の 

娘について、 う月から12月下旬までの間のﾡ文について測定したものの中から、 り種を 

と りめげて図示したものである。

一う8-
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第十三図 乙
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また、刈取の高さについてb、Llo0uS氏が1itt1e b1uestem (リットル・ブ 

リュ-ステス) が. 約60%を占めているﾡ地でおCつた試験ﾡ告がるる。 この試験に 

上ると、 ろ.8cm. 5cm. 10cmの高さに刈った場合、生革ではほとんど姿がないが、ﾡ 

生のﾡ度 (各空物の合計占力面積)では、う.8cmでは、はじめのﾡ度の 1 6ッ%とり、 

5cmc刈つた場合は1 0%. 高く 刈つた 1 Ocmの場合では、(か 1 %減でかつた。刈取 

り の回数 も、 域の生藤量、伸長派に影ナ るのでみ る。

大迫氏が1912～1921年の10年問. 高秋試ﾡ地にいて、年1同刈と、年2回 

刈の刈Iり回数の試ﾡ総告によると、 験をはじめてからろ年間は、両球勲区のRIC大 

は認められなかつたが. 44目から欠ﾡに逃がつさ、 10年日には、 2回刈が明らかに 

わかる程減 ほ と なった。 なわち. 1回刈は1912年に1反当りろ8 ろKの収ﾡがめ り. 

7～8年後でも300～ろ20Kケであつた。cれc対し、 2回刈は、はじめ1反当りろ8 
うKgあった ものが. 7〜8 年後には. 190～200Kとつた。との10年間の収量の 

1年平均すると. 1回刈地区はろ56K. 2回刈1地区は296K?となつている。

またﾡ杉氏によると、刈払後に再生するﾡ物の仲長は、木*の仲長型の如何に関係なく. 

再ﾡ芽広ゆに急消な成長をなし、極大に達した後は、急激成はﾡ誠的に成長し、その絶対 

的成長証は刈取り 前 と大差がない。しかし. 再生植物は、急ﾡな成長をするので、葉内時 

. 組機織弱であるから, たとえ植栽木を被覆してい る規合でも受光を防ぐこ となく.却 

ってX手に於ける強裂で凹9に対し、ﾡ表木を保護する役目を油ずるので、 るくの場合 

入を必要としないが、その絶対成長信を考恵し、植栽木に秘誉のあるもののみ下刈を施行 

し、時期は8月上ﾡを中心として死丁するが適当であると報告している。

かくの如く、月林生遊における設他. すなわち、 お地の状ﾡが、生麻目的である林木の 

成育 に扣 よ ぼす影松y ついて聶査研究が必要な こと は いうまでもない が. 作業する面から 

いえば、育杯生産事業全体j こついて. 一定の規格があ り、この規内に作央を進めれば、 

盗材不の績地となるﾡれがないととろまで、研究が行届いているこ とが必要である。しか 

し、 Cの基的設定にあたつては、 生所目的である林木およびその生産の以休である杯 

は千変万化する立地. 気象専の自然条件に制約を受ける点を十分認旅して、甘通に達し得 

られる上限と、 と れ以下では いけない下艰 と の除裕h を考に 入て狭定しな け nばならな 

いのは、いうまでもないことである。

この的として制定工べ・作衆究了の状反の内容は、 土城状館、他床格物. 降水量、・ 

の方向、'I;植状況等によって定めなければならないのである。この内容を詳如に定めるに 

は. 一つの経営する単位ごとに、 作業方法. 検立方法に至るまで規定するととが望ましい 

が、それは結め、 作染売了状況をわすに十分な一切の技術的条を含めて、示したもの 

でければならないのである。 本的として、規定すべ3 作宽完了状況袱、新ﾡ地の地cし 

らえ.では、植栽樹種および品種 9 よって、それぞれ狭定される。多雪地方では、その地方 

品Hであるスギを予定し、雪の対策として. なだれ防止のための階段切を実ﾡするか、雪 

の間行防止をするための条刈地としらえが考慮されるであろう。また北海通. 州方の 

カラマツ格場予定地には、野品被害防止のための火入としらえが必要となる。したがっ 

て. Cれ等の基的は技術的条件を無して低く快めると、目的物である植栽木の成育を阻

する慮れがめるが、その反面必要以上に基他を高«すると、生許空を高めるてとになる 

かりでなく. ﾡ裁木にもﾡ砕響のあるととを考慮しなければならないのである。たとえ

/、急傾釵の作発予定価所で. 火入地としらえを実ぬすれば、地ごしらえそのものは、A 
ﾡのよ うにﾡえるが、土地道の精合度を男め 土場の流出がずる」この結果. 林木の成 

円が不ﾡとなるばかりでなく、高い生産 費 を意味なく 雋駄に 失う ものである。そこで火入



地としらえは、ﾡ斜によって. 例阳せられる撮ゆ: が. 設定されろととになるのである。

以上を綜合す る と、林地の地床植知の刈払除却は、作業時期、 地床ﾡ物のメ払高Fさ. 刈 

払回数 によ って. その新度に大さ く影寄していろと とがわかり、林地内の整理荷掃のば 

設定に、 T受な意我を持っているのでめる。

大阪省林崎窗内で. 出栽木が林毋内で成育する状況ば、 十四図の通りである。

卒十四図

植栽木成長状況
大阪営松 M

樹 H
区 分

アカマツ ス ギ ヒノキ カラマッ

上長成長心盛期 り月下m
1

6 月中ﾡ 

〜7月上句
7 月 中 旬 8月中何

下刈適期 り月中m 6月上旬

〜6月下旬
7月上旬

* *****-

8月上旬

この炎によると.生産目的でみる林木は. 林地内から除去すべき地床植物と、ほゞじロ 

期に成長をしているこ とがわかる。したがって. 作楽びを定めろには、林木の阪育と雑 

ﾡ木のゞ茂のﾡ合組合せを. 技術的に許容され、しかも、圾も経洪的な 基明に する:3 はが 

第一C必要となつてく るのである。地床植物の 刈払為、刈払回数、作条時期が快 り、また 

林出を地床植物の神類別に分類する こ とができれば、林地を設ﾡとﾡる作業ﾡ理が容めに 

なろであろう。

. *分 (段佛)配m
#分(設偏) 配盟とは. 現存している樹抵 作集方法 伐劭令専の 著しい林分と •計画 

中の林地とを問ず、育林生産を遂行する上において. 必要とするあらゆる物的設備や. 人

力の合理的配置を扱う bのである。したがって、ﾡ林にける各林地を、ﾡ令的. 政は同 

一樹種別に配列すること,こより. それぞれの作装をおこなう場. ないしは育林勲対ﾡの

*としての場を確立するととであると考える。cれは. 冃的とする林木を、 ﾡも部申的 

に学するために、仙々の体地. 染場所等の検討から、商林生玲対象会林全体としての 

沾分配敦を 研究 し. 計画. 検討を加えてするととでめある。当然 これに対応する 人的配 

mも各*れることになるのでめる。このように考えると- ﾡﾡmは. ド本*刊図でみり、 

また育林位置図とるのである。したがって、経営単位 (経営区または事業区)のﾡ林の 

商林生彦の皮否は、た と えばエンヂンの良否が先づその設計の良否にかかっていると同様 

に. 林分配田計ﾡの良否にかかつているというこ とができ るのである。

Cのような意味でのﾡ分配置の目的は、快められた期間内に、伏められた林木を、快め 

られた生産量だけ最も委い原密で生旅でさるように、f業器、限が、 地、その他設 

帽と. 人力 と を渺態的に組合せる ことであ る。しかも. cれは工種理、作業 管理等の動 

他的面に直緒しているのである。そしてその到達目標は. 法正状態といわれるあらゆる我 

杯の部分におい て招向し、永久的に保持しよ う とするﾡ林の以実に到遂し得べ3死全な段 

階でる。しかし- ことで述べている法正村について注釈をしておかねばならない点は、 

の ことであ る。

森林はすべての部分にねいて、立地に適する樹他が支配し. ﾡﾡが恒続的に最多量の布 

価後材を生降す るょ うに構成されている場合のみ法正である という問応博士のにょって 

いる のである。森林状館は、 そのめる部分がほとんど法正状態に達することがあつても、 

これを構捋しよう とする努力がなければ. 自然はﾡり浜し好ましからざる方向に. 力をﾡ 

かせて法正状ﾡをﾡ壊するものである。このために. あらる点からて作米が合理的に 

业織され ているこ とが必要であり. 森林区刻、林通歩面ﾡ 排水、 土司桜愛、木材収獲. 

門林生府物の1理と利用が合理的にねとなわれるととが、法正の要件 とな るのである。や 

やもすると、森林が真に一斉的に構成され、令階において規則正しい配列を した林分より 

成立している場合には、法正状態が存す る とみえ る が、 "かけの上での完全な配列は、同 

各#分。容めに保部し仲ない過去のT実を反省し、健全で請審に対する紙抗性が強く、地 

力を)退させると との少ない林分配那を、林米技術と あいまつて確立すると とが団まれる 

のである。cの点を十分ﾡに入れて林分配ﾡの目的を実敗するには、屮に次のこ とを劣应 

しなければな ら ないのであろう。

(1) 生産工程が最もﾡ率的に迷行されるよう計のするとと。

(A 商木、 その他育林生アに必要な材料ができる限り、直線的で逆行しないように、 

林分める いは 作業場所 を配分す る。

(B 生帝上あらゆる 遅延は. で3 る だけ除«. たとえば、苗木が紙付される 期間 と. 

連撤. 仮植されている期間を比較した場合、校ﾡの期間の長いT実に賢くのである。 

また下 刈の適期といわれている時季から、はずれて作業が実行されている実例も多 

く ﾡら れ ろのでめ る。

_12_ 一川 う一



(D) 曲木の品質の保持がでさ るよ うに計画す る。山元到若後の苗木ほ. 水仮植、土仮 

ﾡ等にあたる。また 苗木遐振、粒付、生降退程中の枯相防止評の問覇を考えなけれ 

ばならないのである。

(2) 逃搬はできるだけ少なくする。たとえば、性付のとき、便直場所が植付予定地の中 

心にあって、 殺換され る好所 (植付ﾡ所) c向つて血進でき るのが一番望ましいので 

ある。

(3 材分配請および作業の力性の保持。杯地は伏められたﾡだけ生産するよ うに. 利 

用計画をたてられるが. この変関はよく起るととでめる。このような場. 生降の割合 

を変えるには次の事項を考す る必ﾡがあ る。

F※時の変以

(P) 当刊計前の所、変の余地を残しておくc
(©) 作業者敬の 変遊 ^

(D 作業工種の、作業速加変 M
(り 林地範有の経済的使用

ムダな空間の無いように計画することが必要である。

(5) 設備に対しての桜質をx少するとと。 杯地に直接関係のある、増ごしらえ、 下刈. 

除伐作業が. 林木生に際者とならない起囲を、杯業技術的ﾡ地で許容できる最小範 

囲に止めるととが最も考えなければならないととであるが. 根本的には、前回の生ア 

品である林木の収去の状態の両検討がﾡ在ﾡ有林に課せら れていろ問題で もあるので 

ある。

(6) 労力のの的便用の促進

林分配mが適切でない場合には、«くの労力が込"されるが、適切な場合には労力 

を有ﾡに使用すると とがでさ る。

(A) 苗木の取扱い. 知こ避けることのでき一る再運搬を数小にする

(B) お分か ら 林分に移動する歩行を般小にする。

(C) 仮格場所と、植付場所のバランスがょく とれるようにする。

(D) 適切な配同は. 広がり過ぶ、密集し制ぎた配御に比べ. 効果的監睇がで2 る。

(7 従業日に対してのﾡﾡ条件の整備

夜全、慰安. ﾡ生等の設係が適切に配置されゝば、cれ符の問Wに危除のﾡをいだ 

くCとなく. 楽しく仕事をする ことができ、件業能率の向上を划侍する ことができる

のでめる。

5. 育林生商面ﾡ管理

以上に述べた理由によって、 林は生席設備であると者えると、育林面積管理は. iに 

*る設WF取原N務用されるであろう。

() 計画優先の原則

すべて計画を基と して設備の評理は される。

(2) 個別の管理は もとより、 綜合的に常理す る。

(ろ) ﾡ力均商のル川

改｛管理を施行した後のﾡ力が、 アンバランスでみってはいけない。

(り) 一性の限則

をつらぬいたﾡ理でめあろC とが必要でるる。

(り) 人間性高ﾡの原間

人が宮 か世界であ る以上. 人間件を まず目延してから. 設備ので理に入ることが必 

ﾡであ る。

cの5 点を個々に検討すろ と. 次の内容な もっc とが当然必要とな るのであ る。

L. 茶本的事項について

(A) 地加区 分 ならびに 住林区 商 および施業団の名称. 包括域

(B 施業団ごとの M新 額 作業頼お よ び伐期令 な ら びに施 業方 法の茶"

2. 渺業区別計画について

(A) 伐採すべきG所ごとの伐採、 伏採の方法、その他収獲にり係みるT。

(B) 造林すべ3曲所こ’との造林而梢、 ﾡ方法. その他新杯にW係ある事項。

(C) 治uc関するとと-

(D) 労務について

(E) 商ﾡ設と、その他の 施設について

(F) 管理粗価出よび職員の窗淸について

(G) 林酒その W: 捜出施設: について

(H) 境界箱持. 森林の保N、その他杯の理にW係ある

ろ. 年鷹別科林計および実行について

(A) 要や新面御の把握 (年度初または年パ末)

(B 予定他科成および 実行

-4 4 一 -5 -



I 作業側所の配設計幌

I 作業似所の相正間の

II 苗木運極 計画 

N 附ﾡ施崎計崎

① 歩適網 ② 防火線網 ③ 森林不話 ③ 保護樹ﾡ (防ラ火. 阿 

虫) ③ 杯地改良

V 工限地庁の那解 

u 標縛引間の理解

V 必要な検械. 消具数量の決定

() 育林地の成結測査

D) 林地の地力維持

(B 登営ﾡ率監交

(F) 事称的処理

I 経理的なもの

II 記録的rs もの

6. 商林生託工型図より分ﾡした林地

既c述べたよ う ic. 林木は一般工業の工作製品のよ うc. 目的物の製在加工の作業過程 

で. 作業者の意志の通 り形を変化させるのと黙 な り. 育林生配 の 目 的物が、いわのる加工 

品が停ﾡしている状施の期に、林木が土地を媒带と して形の変化. 質の変化を丁るので 

みろ。すrわち. 長年月のI成育をするのである。したがつて、 杯木の生商は、直援材料 

である盛栽苗木に (天然生林では天然下ﾡによつて立した天総木) 直校に加工 (施業) 

する工程と. cれさの林木に直炎加工するCとなく. 媒休とな る林郞. いいかえれば、育 

m生陣設備を 猿備 (施業)する工ﾡとに分けるととがで3 る。第十五図はこ の考え方によ 

り. 京ﾡ府下北山林終ﾡにおけるスギ丸太の育林生商工程をチャー トで表したりのである。 

c の図で考察 されるととは. 設崎と考える 林那での作業ば. 明 ら かに 設備の整理清掃•竹 発 

であ ると とがいえ る。したがつて. このﾡﾡ清掃作菜に対す る位防間当 りの作業発量の度 

合を示すには. 除夫物のけ恕. 研度、また い 疑 を考慮に 入れた而精で示す のが適切であ る 

こ とがわかるであんう。

それに反し、材料である前木に対ナる作撃は. 仙々の単木に加工する作業でかるから、 

位時間当 り の作よ 髭の度合を示すには. 加エさ nれる本数で示ととが妥当となるのであ 

そ。すなわち. 遮太的に、 おル (設備) に対しては平面に. 的木 (材料 c対しては. A 
と点. およびその立生的作業について、 死されることにるのでみる。しかし. 実照の 

以:『次は. 7にとnれ部の組令せによ る納びつs で。 ることはいう支でもないととであ るが、 

少なくとも 林に対し ては、 平面を如何に ム グ、ムり. ム ラの無い上 うに作業ナ ることが 

必災で る. cれについては作業研究で述べるこ とにしたい。
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オー十五図(z)
北山林業丸太仕立造林費 (単位町歩)
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第五簡 作業器具

1 作業器具の機念

一般に生産用として作衆器具が具すべき条件は次の点であ る。

(1) 使用目的に適した良ﾡのものであるとと。

P) 作業猛の保管ね よ び出入 なス ムーズにacなって 常c作業が支際をふたさい ょ うtcするとと。 

ととろが済林生愛の作業器具は、育林生産の場所がﾡして山間隣地が多く、 持運び上び 

使用する際に、比校的多く の制限 を 受ける ため、ﾡ類も少なく簡単なものが多いのである。 

こ なの作業器具は、(業方または優用目的によ つて次の四植に大別する こ とがでさる 

のである。

(1) 作柔用器

カマ、ナク、 トウグワなどのように、直接に作業をおとなう器具

(2) 間接作業義

苗木伝、日区テント、ﾡ石な どで、直接作業を おこなう 器で は な いが、 作業には 

ﾡ非必要なもの

(5) 補助作業 ・

プッシー、クリナーの編歯の収付、取外しに使うスパナー、 ヘンv一など、機械を 

使用する作業に対し補助的に必要な もの

(り 測定経具

測量数、 ポール、メートル編など、測定に便 う もの

このような作発器共よ、使用日的に応じた作業器具を探すと とから起る儲作業の能力低 

下と、紛失および ムグな 資金の固定を 防ぐために、作業器具の管理が必要となるのである。 

これを管理する上で、その契点を考える と次のこ とが挙られるであろう。

( (作業器具を課挙化するcと

② 各作業に使用する作業器具を指定するとと

©) 作業 管理係を 没け、適任者を選ぶと と。

" 作楽器の検を、 c な つて常に完全な状態に しておく と と

(5) 必災な時 指定の切所に連ぶこ とがで さるように W備し てく こ と。

(6) 作業器を整崎ナるとと。

(7) 作業器具の手持故依と、貸与 してい る 作業者の所持数量が、常ic わか おょう icす る

こ と。

8) 常時、栃御ができるよ うになっていると と。

() 作業器具の使用紙過よび作業器共費がわかる よ う な記録を もつこと。

Q0使用する作業員に対し、作業用器具の1要性と、 それに対する貴任感をもたせるこ 

と。

2. 作業選のﾡW化

作業器具の 標事 化は、作業器具のみ晚 方法 よ び部品 の三ガ面より考えられるが、商 

林生産の場合にﾡ的化を国ﾡにしている頃因は、施業期間の季節的制的である。このため 

c作業以が常に変る特殊事tから、個人の所有する作業器、主として農業用客具を持お 

丁 る 作業者 と、国行林所属の作業器具を貸与する作業者に分れるからである。しかし、生 

函性向 上の面か ら考察すると、 作業 ﾡ具は貸与を 帀 艇 と し、統一する ことが強く 望まれ る 

のであ る。

これをカマに例をとつて検討をしてみょ う。いうまでもなく育林生産で、直接作業牡具 

としてのカマの占める位世は極めて大さい。 田有林過去三ァ年間の実試によると、更新子

の7 0% 保育予証の8 1%が、 カマを利用する作業に償用されているのである。

ォ十六図 年圧別経使用明細表

N分 
"於'

新価改経費 人工林保育経四

合計 A_j 地ぞしらえB 比率 合計A_ 下 当B

32
99 5,81 ラ可 

138277
672109円 

975C61
67.4%
705

ip57,う2う
1,1S>；,O98

785607月 

971,922
7i.う%

8 2.0
55 1,60 6860 1,146,080 71.5 L,281,051 1,093,61ろ 852

平 1,328807 931.283 7 0.0 R175157
1. ,

950.5 80 80.8
1

崎考
新ﾡに3いて地としらえ、保育に おいて は下刈ガマを使用する作業 と 

して計算した。

しかる に、基本的に は 対象 刈払物を、 カマで 刈払 うか、引さ切る かの二つ の動作に大 別 

されるのにかかわらず、全田各地で使用されるカマの形はﾡなつてなり、 また政密な意味 

では、(作業者間にも統一がないために、作業方法がカマの形と その地方の自然的条件に 

より左右されているのが現状である。すなわち、 刈払うか、引き切るかは作業地に生えて

いる植物によつて決めるが、同一ﾡ物であつてい、カマの形によ って使い方 を異にする か 

らである。 乙れを根曲り竹の刈払作業についていえ、内地で使用されるカマは、 大カマ、
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ナタ、カー、北海道では長柄のナタが一般に使用されていろ。根曲り竹は、硬く笹生して 

いるので、 カマを大きく振るととがでさない。とんど一回一回カマを根曲り竹の根元に 

かけて刈払っている のである。しかしナク ガマは、その形から、かけて切るには無別な点 

があろと考える。これについて、藤林、辻の丙氏 も、RMR(ニネルギー代端率) と刈 

ランポとの関係よ り、ナクカマは根曲り竹の刈払作業器具としては不適当である と結論氏

ところか、北海道と 同じような根lUi 竹七、東北地方では大マを側用している。大カマ 

はナクカマに比べて引かかり は良いが、刃の厚さが神いので、 あまり無理な引さ方がでさ 

ないのである。この点、根曲り竹のように硬いものには、改良すべ き多く の問題があ るの 

である。さらに雜車刈挑隊 について、 RuRと領斜との相関区をると、円地、 北述 

百名•のカマの実と、柄との角度による相述がわかるのである。 オ十七図は、 その相関図で、 

ﾡ斜12度以下では三日月型の大カマがすくれ、傾斜が念になれば、ナク ガマの方がよく 

RMR位も低いことを示している。

艦林、 辻P氏は、 カ マに よ る メ払作業の RMRと 傾斜の関係の 西に い て、内地型で 

は作業者が、領斜20度前後で一番業な姿勢でカマを操作した場合、RMRﾡが低くなる 

ことを認めている。したがって、北海道のように領斜ﾡ度の時が、刈払対象物 とカマの刃 

の一番よい条件の角度であれ、ﾡ斜の進むにつれて、作業老の作業姿勢を変化させる必 

要を生じ、またRMR値も高くなるのである。

内地型でも、刈払い適の傾斜20度前設のﾡ囲を越すと、北海道のよ う I こ 作業姿勢を 

変化させる必要が起って くる。このことは、内地での育林生産の場が、領斜20度前該の 

箇所に多いと とと示し、 カマもとれに適応すべく研究型作されてさたといえるのである。 

同様の理由で、 北海道はﾡ斜度前設のﾡ所に適応した マが側用 さ れるのは当然であろ

このよ うに、傾斜とカマの関係はRMRに関して考索する限り、内地、北海道の地域差 

に基く 区別はあっても、ある経営単位を有する育林生証の対象地 すなわち、経営計画区 

政は 払桀区で あれ;エ カマの形 刃と柄の角度などは、統一した規格を採用するととが可 

肥である。このため: こは、一番多く作業の対象となる刈払い地床ﾡ生によつて、カマの刈 

払い研究と、刃物そのものについてつ研死をこない、しかも柳化iに面点がかれるべ

ごである。 カマはﾡ生と地況とにも合致した ものがよいからである。

カマ を統一し、標準化する について、先づ調在し なけれ^な ら な いのは、育林生産の場 

となる林地の地床ﾡ生を大別した林地面積分ﾡ委を作る こと である。この植生分布ができ

る と、 とれを考はしてカマの構を決定し、潔準化をすればよいのである。

札幌営林局、ﾡ川営林では(6 d生分 布を調 して 分布図 を作り、これを考成して従

來便用していたカマを.改良し、地こしらえカマ二極類、下刈カマニ龍類に分炕統一した。

ﾡ 岸刈払密 ※のR.M.Ry ¥の 福 的 函

オ十八図

送っ/. 下感太 生分 布
" ' (川当乙)

その2. 植生かによる分布司ﾡ
くﾡ川紙ジこ )



(1) 地ごらしえ

i クマイザサ密生地用カマ

H クマイザサ跋生地用と、ヤ=ザサ地帯の※用カマ ・

2) 下 刈

£ 笹生地用 (クマイサ) カマ

i ミャコザサねよび草生地用カマ

との結果、 池Cしらえにいて平均2 7.2%、下刈に:ッいて平均12.9%の能率が向上し 

たととを報告している。これは カマの標準化により、作業方法の統一、 カマ側用上の安全 

に関する注意などが、作業習(こ組きし、様的化しない前より、 作業にムり、 ムシ、ムグが 

少なくななつたためである。との事実は、国有林全体が経宮計画区とか事区のような経営 

単位で、H生に合致したカマを研究改者し、標準化すれ; 匚 地ごしらえで2 0%、下刈で 

1 り%位の経費の節波が可能である こ と を物語つているのであ ろ。

いま年度別経費使用明細表を参考にして、節滅都囚を計及すれは、鷲く ことに、地とし 

らえ賢で約1億8干8百方円、下刈りで9千5百万円、合計2億8千う百万円の巨価にな 

るのである。若し、cれらの経"が節滅されたとすれば、 その経ﾡで育林生顔の目的であ 

る林木の品質向上. たとえは、琳 あまり 実行で きなかった抜打辘、或は作業所施設の 

充実に使用できるのであろ。

う 作業卷具の保管 ・

作業員に、作業等具を 与える 方法tこ は、次の三通りが考えられる。

(1) 作業 向こ常に伙用する 作業概具を与 えてく方法

(2) 作業員が便用する 部度、作業器具室にとりにいく方法

(5) 使用する都、所要作業器具ウ、 作業現場で配総する方法

作業によって、配給方法が変って<るので、一つの配給方法に統初するととはできない。 

地としらえ、下刈のように、常に 同 じ 作業従具を 使用す る 作究に は、便用 した 日々、作集 

私の出し入れは事実上無型であるか ら、(1) に示したよ うに長期貸与の方を採用するの 

が適当で あ る。作業をの 普理方法 としては、作業 松貸号表を 整備し て け ょ い ので 

節単である。

作業器具貸出に留意すべさととは、次のととである。

(1) 必以上の作業 器具は 1出 さいとと。

-56-

(2) 砂担器共は、その者度調べて、直ちに修着するか、廃楽手税をとるなどの処忍とす

るo
©) 貸出作業 器具の 定iか 的 DEを す a。

(4) 不災作※器具は、 作業員の手mに残しておかとと。

(ち) 手数をかけないで、 必な記録がとれるようにしてけば益合がよい。

要するに、作業器具は、常に側用でさる状態にしてくととが大切で、貸出してから、手 

入よび刃物をとがねば側用川できいようではいけないのである。このために も、作業器具 

望の器共掛または棚な、どは、その噬が、はつきり とわかる ように機札を つけ、 目の作 

楽惱具がす ぐ探せる よ うに並べてかなければならないのである。特に出し入れの多い作 

業器具は、入口 に 近く おく こ とが望ま しいので あ る。

4. 作業継の検:3よび修理

作業数具を検査するととは、静共をいつまでも 使えるよ うして、育林生証を阻書する 

ものをとり除さ、林木の品質 を維持して良材 を得るの が目的で ある。したがって、検査の 

対象となるものは、ネーに新しくﾡ入または製作した作業総で、これ等は注交通りでさ 

ているかな、 外形はもちろん、これを実際に使用して災改する。 オニは、作来から返却 

された作業器を①正常なもの ②特別に刃などを付けなけれならないもの ③な担 

したもの 本損のﾡしのあるもの、くに分損し、 それぞれ所定の手続さと処那をするの 

である。 オ三は、作業員に期貸与している業器具を、(作英期間中に三回ﾡ度、定期的 

c検する。Cれは、品督検査はもちろんであるが、 不災になつた作染ﾡ具の所の有無 

を 調べる ためである。そ の他に 作築用械附属 工具 も 検査 しなければな らないので ある。 

作業器具類のﾡ理は、専門工場で修ﾡさせるてとが望ましいのてある。これは、修那が悪 

いと亦破損するととが多く、 消を甲平くする原因となるからである。

作業絵具を廃楽すナる原因は、主として、作業器具の破損または消耗であるが、とさとし 

て作染力法の交災によつて起る場合がある。いずれにしても、ﾡ来の利用を考えるとと 

も必要であり、利用の見込のないものは肩として処分するが、合庫に放置するより得で 

あると とはいうまでもないことである。

第六 節 生座方法と作業方法

1. 業際ﾡの意後

生配 方法、作業方法の採を決める 最 も 大さ な理由は、そのガを統一すら た めである。
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方式を統一することは、技術の保存が可記になるはかりでなく、生配に従する人々の 

任と 機限を 明陥こ するとと がで き、そ の結果、管理者が作案: こ関する 以外の他の 正要な間 

SBこも 携わる 余浴 も できる よ うになるのである。

い的を、 まとめ決定するには、次の諸点を 考えなければ ならないで あろう,

a) 作業 (工ﾡ) を分類す る。

(2) 作業認 として、 とり あげ るﾡ因を浜める。

(ろ) 避んだ災占のを決める。

一般に、生配方とは、 工種仕様書、控術標準といわれる もので、経宮計画業に示され、 

主とし、重拠 町項を まとめたものである。こ れは、管理者、投術者に 解 され、 用いられ 

る。また作業方法 といわれろ ものは、 作業事票、 作業指区書として、蜘の作業者(こ示 

す共休的作楽方法を中心として、まとめたものである。しかし、風奧には両行の区別はは 

つきりっけにくいのが普通のようである。 .

2. 生配方法

育林生証は、土地に基盤を おいた価値生能、いいかえれ、林地にい、て伐採刊能に到 

通する林木の生配であるととは、既に述べたとうりである。したがって、林木の生産方法 

は、 定められた目様に基づき、苗木を林地にﾡ救し、製品である林木の伐期まで、林木育・ 

成上の施業を、おこなう順序、 工ﾡの結び付様式をいうのである。林木は一般に、 工業の 

工製品のように、 目的物の製造加工過種で、作業者が、材料を意志の通り 形を変(匕する 

のと呉なり、 生産目的が、いわのる体流している状態の期間に、林地を 媒帯 として成育 

をとなうのである。しかい、育林生証は、一回の生産期間が長く、林地に苗木を植栽し 

て伐期に到達する まで、甲い場合であ つてもろ。 年を要ナ る 実状に あ り、また育林生町の 

特殊性 として、 作業発地問が、 季mに 制約さ れるととである。

かくの如くであるから、苗木植栽から、伐 触こ至る までの生産工悭 を、その特殊性より 

はっ きり 大工程に 区分する 必要があ る。そして. 区分された大工程の施業がとなわれる 

都度、'更に小工程 に分け、その順序に一貫して、作業比 設備、材料、・具等を配ナる 

方がとられるべさである。 とのょうcした各大工仙の育林作業の完了時が、いわのる育 

林生師の未越製品で あり、との 未越製品が次に 実施される大 工uに 移る まで期川放任 さ 

れ しかも、この停帯する間に、林木は林地でル育するのである。この大工松はオ十九図 

に示す通り 区分するが適当であ る と 考える。

ガ十九図 ﾡ林生産工程区分表

作 業 ・
•

作業工程 (犬
1 

工 程 (小川 備 考

新 ﾡ 地ごら しえ 測 量

作業道付

全刈条置

全刈卷落し

条 刈

普通次入

寄せ使火入

商段切り

防 貝ﾡ 堀 り

前木 連 撮
トラック運搬

荷 F 運 ﾡ

馬背運搬

人力連拠

ﾡ 付 仮 ・

ﾡ 付

補 u 地と しら え 

商 茶 搬 

t 付

新協に同じ

1 、

保 F 下 刈 全 刈 下 メ 1
条 刈 下 メ j

j 坪刈下力 1
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作業極 作業工種 (大) エ 種 c小) 仙 考

1

保 育 っる切 っる切

除 伐 除 伐

1
造材木以祉の雑卒木 時として

不良通林木の刈払、伐倒、巻枯

間 伐 保 商 間伐

間 伐

収変の関係上、収後の対象にな、 

ら ない 造林木を保育 上林ﾡを 

投じておとなう伐探 刈払、巻お 

収ﾡの対像になる逃林木

抜 打 校 打

枝 払 幼令造林木の雪書防除のため、

下枝を切取る作業をいう

その他 倒木起し

根 路

条っ5し

枯殺剤撒布

保 度 防火線新設 刈払防火線

焼払防火線 

かぎ起し防火線

防火線修那 防火線新設に同じ

山火事招助 巡 視

作業都 作業工種 工 程 備 考

虫の波書防除 捕 投

※河駆除 

巣宿設置

野風更の書

防除

予 察 

野鼠捕殺 

野ﾡ捕殺 

※剤駆除 

予 防

幹線い道 測 量

新 設

修 ﾡ

支練歩道 測 量

新 設

修 那

施 設 森林範聒

i

新 設

修 ﾡ
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生産方法を際的化するには、現在の生産方法の実ﾡがうどのよ うにのるかを設査し、その 

熱果、 生置目的に合致するよう工程間の配区を改ﾡしなけれけならないのである。 ォニ十 

函は、大阪営休局督円、 福山営林署のヒノキ育林生産工程区、ォニ十図は、名古ﾡ営 

局督口のヒノキ存林生産工種図を示したものである。 とれcよると、 西者の間にかなりの 

生脈方法の相皇のあるととがわかる。 #の那由に、 生配場所が遺隔であるとともよ。の 

であろうが、裂品 となる まで の 生第 划 間 は、両老共、約60年であるととから判断して、 

政長iに大差はないと考えられ、収穫予想表から も いわれるのである。これは、依期令が 

ししばに変更されるが故に起つたための生証方法の不統一による ものである。したがって、 

生産を始めるにあたつて、如何なる製品を 作るかという 目的を明確に、しかも、 那由なく 

変更をしななx.ら、生産力は更に統一され、無用な工ﾡは、はぶかれ政は改著される

であろ う。

2. 作業方法

育林生産の施業方法を、作業員中心に見た場合な、作業方法というのである。すなわち、 

育林作業 と は、作業 員が育林生 座の目的を 達政す るためcおとなう 身体運動を いうのであ 

る。またこの身体各部の運動の目的、形 組合せ方および速さの綜合を、作業の方法とい 

うのである。

たとえ"F刈作業にいて、作業員が銀を、右から左に横に扱って、雄留を刈る身体

動は、作業であるが、如何I こ刈るかは方法となる。実際 ,こおこなう 例を示す と、 二十 

二図のような動作にな る。 一動作では、植栽木の右側は刈込まず、殖栽木の後方を丁寧

に刈る。植表木発見該は、オニ動作となり、後足を 敵 左前方 ,こ通 びな がら植栽木の左側 

を係を使いつゝ前進する。オニ動作の鈿旋囲が刈終え、 オニ動作の足が最設の移動を終 

った時、左足はそのままで、右足のみ植原木を前後から、ﾡを先にして右側に持ってくる 

ょうcし、右脚の内側で 完全にﾡ救木を 庇う ので ある。と れがオ三動作 とな る。

才三の動作がﾡ時間に:5こなわれると同時に、 作業員の上半分には、腰を適史に落して、 

右方廻転を して、右側の雑草を 右足の許から、はじめ前進して、刈残された前方 (苗間U距 

離の約80〜9U%) の範囲を擲るよ うにして刈払う。これが 下刈 作業の一つの 方法 で あ 

る。・

この場合、運動の目的、形、組合せ力および速さ について、更に本効な方族の有ﾡを調 

べ、その結果により、般 も有効な方法を定める ことが,作業方法の標惻匕であり、とのﾡ 

善の 作築方法を 研究するのが 作業研究で ある。作業 の所援時間を示すに は、工ﾡの内容で
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卜地式 下刈表

ある作業方法が採的化されないと、正確な所扱時間は決らないのであ& 作業を標準化し 

てとそ、はじめて作業のい的時間が決り、 正確な工8表がでさ上るのである。

田有林では、従来より 作業竭練, た 作発員の専才で、作楽のやり方については、作業 

員の腕にのみ頼つていたので、各人の所関時間は区々であつた。しかしながら、科学的管 

ﾡ法にいては、作業のやり方を科学的c分析研究して、熟練の本質を発見し、cれを 

飛山に後え、短期間のうちに、 ナべての作業員を腕のある熱様工にﾡ成しようとするので 

ある。したがつて、国有林で科学的管環法にﾡづく工留管理を実施するためには、先づ各 

作楽的洛工程にフいて、最良の作業方法を発見し、これを標準化し、その標革作業方法を 

作業員に教可訓しなければならないのである。かくして、 その標体作業力法に奨する時 

間を測して、はじめて標準作業嘟 U が決られ 功程表が 作成で 任 るのであ ろ。このょ5 
cすれ、監者は、採準作業通り に 作業が実行される よう 曲備し、また その実行の由打



をし、標的作業通りに実行されていない場合に、指導するのが役目となるのである。

話者か、かってアメリカ林業視察団の一員として解した際、打名な五大湖の内スペリ 

ォル (zak。 euperiox)ミッガン Cake Michigen)油行近は丁座ﾡ校時 

季であったが、この三大窗を中心として実施されている ミシガン式造牀法 Ghe ute 
igan bar Mlethod) icついて説明しよう。

この植裁法は、トラクターで予 め耕転した軽懸な土城の林地Iにﾡ も 適した方法で ある。 

軽極こ なった土を植栽棒で堀り、そのu穴に苗木を入れ、商根の先端がべ此にとゞく とさ、 

堀 り 上げた土で、根部を面土し、ﾡつけをすれば、苗木の根際が丁度、地上すれすれにな 

る。これt、帳設体の寸法と、両木の大さきが一定の防係を持っているためで、苗木と、 

松裁棒の両方が、標的tされていることを示しているためで ある,(作業方は次の通りで

ある。

(1) 植付者の附近で、商木をﾡえるに最もよい地点を送ぶ。

(2) u区2択 (6 0cm) の区城を梅裁株の刃の部分で一掃し、芝や兢争松生や、土に混 

スしている石を反去る。また植穴【こ落込むはれのある乾探班は取除く。

s) 植栽棒の刃の全及を、土の中え垂iに突さ込むか、または植ﾡ枠を左右に動かしなた 

ら土の中に入れる。前後1こ動かしてはいけない。

(4 裾腺棒の松捡前方先押す。その際土缈を破って表面え送り出す> 次に柄と灰して垂 

uの位町にく。

(5) 植穴がきれい忆、または植政棒の刃の大きさに相当するだけの充分の穴が開か場 

合は、刃の少し上の柄を握って、 最初に、さし 込んだ と同じ位夜 に、刃をばら土の中 

c垂査に立って、穴が図解⑤こ示すよ うな放こなるまで、真血にりきﾡす。ﾡべは、 

作業反にLが見える位に十分大さく、かつ 刃と同じだけの深さが必要である。

⑹キ皱棒の刃は、ぱら土を元に戾すため,こ、穴に入れたまゝにして、苗木の根を、で 

きるだけ自然の年に拡げておく。根は、振れたり、もっれたり、また、根が垂れ下 

ったり してはいけない。必要に応じて、指で根を拡げる。商木は、人差希で持って、 

穴 の端の土の 上に、手の甲 を もたせかけ、苗木の根元が、穴の位量で地平線にあるよ

う cする。

7) 苗木を、その位置に持ち統け、毅ﾡを抜さとり、図解⑤⑥に示すよ うに、穴の 

中の板の周囲に植栽棒で、ぱら土を押し入れる。

8) 苗木から8～10討 (25～ろ0cm はなして、ら土を団で踏みつけて回める。

ガニ十三図

ミシガン式造林法

The Michigan bar ldothod

凹に落ち込んだところIお 堀り上げたぱら土を足でいれる。

©) ﾡ付苗木が、しっかり 価えられたか否かエ 幹の上部を軽くひつり試して見る。 

苗木がしつかりしていなければ、 土をかけ、再び踏みつける。

Q 次のﾡ付地点に歩を移す。
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第七節 規格および校

1. (基
育林生況の期間 は 長期に工るので、育次生般の各工程作誤完了時点の林地状態の 現用 • 

が必要となる。しかし、この規格制定には、生四目的である半製品の林木よび林木のﾡ 

証嫌布である林地は、千変万化する立地, 気象等の自然条件:こ、常に制約を受けているこ 

とを十分記して、林木、林地の両者に対しての規格を決定しなければならないのである。 

したがって、普通に達し得られる作業の上限 と、これ以下では、育林生函は失敗するとい 

う fFの下限 と の余裕を にいれ、経費 と 扱術 とに よ って定 められるとと は当然 といわ 

なければならない。

務準 として初定すべき 内容は、その林地の、土ﾡ状況、地床ﾡ物、雨量、風向、気漫、 

ﾡ催況、傾斜ぶによつて、形状、 寸法などの施べ基的を定めるのである。

この内容を詳細に定めるには、 作業方法、検直方法などに至る まで、拠定する必災がぁ 

るが、それは結成、作発元了状況をあらわすに十分な一切の抜術的条件な含めて示したも 

ので なけれげばな らいのである。

(1) 林地作業

林地のﾡ備維特作茶である。地としらえ、下刈、っる切、除伐について基準を あげ 

れば次のとうりである。

() 地としらえ全刈法

全メなは、全面的にP書となるﾡ生を、とり除く もので、抵抗力の強い陽性樹幽〇 

救には地非必要であり、険樹でも、特に保護の必災のあるもの以外は、この方法に 

よる。

法準例 東京営林局天城営林署

I 立木、ﾡ木よび雑草木、笹を地際5cm以内で伐倒刈払し、末木枝条と 共に、 

条約1m以下c絶く。供条の間隔は原則として2.5n以上 (2～ろ木簡) とナ 

る。

II 沢筋附近にいては、 でさる限り沢筋にまさ落しするとと。横条には枕を打ち、 

地校初が転落 しないよ うにするとと。

I 残存立木中、大径木 (30cm)は地上1mの処を、約ろ0cm以上周囲を、木 

T部に達する まで完全に糸皮してまき枯する c と。

y 強風、寒、聴燥などから保護する ため、存盤の保護樹、防風樹帯は伐除し
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ないこ と。

花的例 札幌営林局

エ 区城四のﾡ生を地索から刈払う。刈足は出来るだけ低く6cm以下Iにナる。

II 刈払った ものは、不木桜条と一緒に燃え必いように積むか、または条証する。

条置の場合は、条が曲らないよ うに案内権を 立てる。

I 保護樹帯お よ び造林除地は 刈払い しない。

N 周りの仙生が高く、かぶさるときは、 0.う〜1mの高さに中段刈とする。

(b) 下刈 (刈払)

天然または人工で、林地に定着させた主林木が、その後良 然y 侵入 し9林灌木権 

生と、競争する状態から後退させ、主林木の区炎をうながす手段としての整理のと

とである。 ・

基W例 札ﾡ宮 林局

I 地ごしらえの時の刈足より高くならないように刈払う。刈足は6cm以下。

II つるの項は根元から 引き抜く。でさなけれ地際から切る。

I 絶対に造林木の期を切 らないょ うにナる。

N 二叉木は、悪い芯を切り一本だけ残す。

V 刈払つた も のは、 込林木の根元に 世 く。

V 巡地周級のM生ペ、条刈の残巾の植生は、年々拡がり易いから、残さない 

よ う刈り、また必 らず中段向り をする。刈足は 5 0cmu度。

I 下刈り は、 道林木の芯が、他の前生よ り抜け出し、おさえられなくなるまで、 

毎年と なう。

基像例 東京営林局天城営林署

I 植栽木 の成が上、際書 どなる雑本木、物変収 な どを、ことcとく根元(5em 
以内)より刈払う。

I 刈払物は、ﾡ以木をﾡわない う、地上に放御して置く。

I 下刈完了時点は、造林木の 樹高が、地床植物層を 抜く こと、約80cmc至っ 

たとさ とする。

I 下刈完了は8月木ﾡとする。

(c) っる切

主林木お成青•を 妨書ナ るつる知を切るととである。
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基4例

I 植ﾡ木な ら びに残存木の広育に際書とな る変輩ﾡをﾡ元5cm以内で切 り、放し、 

ﾡ救木に損傷を与えないょ う除去する。

II フジのような大きなつるは、 1m位のところで切断し、根の近くまで皮を剣さ、 

その皮を切らずにプラブラ と出しておく。

(a) 除 伐

除伐は、刈払いにつゞいてとなわれる新生林の相整理作業であって、拡より もK 
の向上に重点がおかれ、間伐の予備的作業としての意義它もふくんでいる。除伐の 

う ま くとなわれた林では間伐もや り 易く、保育の 目的を よ く 述す るととがでさ 

る。

基的例

I ﾡ林地内の雑木、ﾡ木、州球などで、松救木のﾡ育を回書するものを根元より 

ろ0c以で伐倒する。

II 変動は 1 m以内に切断し、ﾡ裁木を彼は ないよう 除去する。

m 植 般木の形質 をょ«する 前生樹 は残存する ・

M 植救木を損優せい。

V 乾燥地、尾根筋 などは、ﾡ栽木の皮育に際書とならよ う、雑木の核ろし、 

途中切をナる。風飯、乾燥に熠する。

基#例 札幌営林局

巻 枯

I 地上50an以下の所を、 h20cm位のﾡ状に木ﾡ部まで皮を剣く。

II 必要ならば枝下しをする。

II 7月上句までにとなう。

e) 防火線新設

基準例

I 既定Aに従い雑草、飛染項を ことcとく 根元よ り 刈払い、防火総外に 運除 

去 し、防火線 上の可燃物を なくする。

II 防火/内に生立する雜木類にして、指示したもの停残存ずる.

II 刈払は、山火発生時前の,5月になこなう。

(f) 歩道新

I 既定市員に従い 雑、 炉をととごと く 根元より 刈払い、落枝、転石は歩 

道外に運迅殻除去する。

II 歩道上際書となるみ述外の雑木よび校条などは総て刈払うとと。

(2) 林木作系

直接、林木に施桑 (加工) する作業は、協ﾡ、補性、砂踏、倒木起、技払、技打、間 

依な どで あ る。

() ﾡ 付

基W例

I 横設は正方形ﾡとする。

I 横炭木の距版、間隔は指示 (he当の植木数による興なる) 通りとする。

II 同一ﾡ所で、ﾡ付 ﾡが県な るとさは、樹極界の表示通り植付す る。

N ﾡべは、 60cm四方位地上物を除さ、穴の大ささはう 0 *う0cmとする。

V 溶じ葉 を土ﾡにﾡ入し ないe
v ﾡ般木のﾡは、目然の状態にげて、土に密着してﾡ付する。

uI 深植、浅ﾡとならいよう、苗畑で土の中にあつた部位までロ生する。

I 覆土は、十分路み回める。

IX ﾡ部はﾡ葉でﾡう。

(P) 補 植

補版は、枯損した設え山えなすととで、新植本数の109%以上が、点状、または 

集団 的 I こ枯損している ときにおこなう。散点状に枯損している場合はとなわない。 

基準例

I ﾡ救木は、規格内で も大苗を植付する。

II 新山の憧付と同じ。

(e) 技 打

校打対象分は、ヒノ ゃ林で、特に優此材を 目的と する 2 5 年以下のも の に限 り、 

主伐時にける 予セ残存木に限定して選木している。

基体例

I 枯枝の全部を枝打する。

II 年倫欠生校。よ びこけc近づきあ る 枝は全部枝打す る。

III 太枝が二本近接し ていると きは、一方を 除 く。



N 大枝2〜ろ段の間(これを幹の共さからいえば1m程) にあを小枝を除く。

V 校隆の発速が良好な 場合は、枝ﾡの末ﾡのや、内側にいて成起線と平行iにむ 

断するとと。

v 枝磋が不明覆な場合は、樹砕に近接して、しかも樹始面と平行に切断する。 

二十四図

核隆の発達好な場合の 

校打の切断位 

a枝b 臨起線 

c 不良 d やや不良

e やや央

M 林衣をなす枝は絶対に枝打せぬこと。

枚打する枝の太さは～5cm以内とする。

枚ﾡの不明脈な場合の 

校打の切断位証 

&不b やや良

c 良

IX 枝打高は、地上2間以上の丸太が生配できる程圧とする。幼齢林は、ﾡ5のイ、 

壮林は1/3～2/5 Cなるよう にする。

X 実行時期は、樹液の流動に至らない秋季よび早孫とする。

2.検査 二

検査は、他战苗木の不合拓品 または作業完了 地の不合格箇所を早く 発見し、むだな手数 

を省さ、かっ少数の中に不合格品、不合格後所の発生を防止するから、生産の安定、ひい 

ては生証の増進をもたらすものである。このために検変規格が正しいものであるとと、検 

査が正確にとなわれ、かつ権政をもつととが大切である。すなわち、 あらかじめ検規 

格の方法、時ル、不合格品まには不合格崎所が生じた場合の処置などを関係ﾡに開確に示 

し、関係者いまたとれを十分那解しているととか必奨である。

鈴在には、- っの 物に つ、て検査する 個別検査と、多該の 中か ら 任意に抽出 し て 向:. す 

る抜ル校益の方がある。ﾡ林生Uでは、林地 (( の稚持消掃に関係するF業、たと 

えば、新松、下刈、つる切、除伏などは、個別顺査がされろ のは当然で、その内容につい 

て、たとえば 林木施業 (加工) で ある 掘付 板 の右無、枝打状况識在 などは、抜坂検査 

を実施すべさであろう。拡救苗木の収扱いは特c要で、歌の多い場合は抜取検査も、 

苗木生理上必要 となつて く るのであろう。たゝし苗木抜吸过には、次の点に留意しなけ 

ればならないのである。

(1) 抜収対象苗木が、次のよ う な考えで検査 ロ ットになっている こ と。

(a) 同じ苗畑で生配された苗木である。

(P) 同一ﾡ拡、同一樹令であるとと。

(e) 同じ作業方法 侯生歯 さし木苗別)で生証されているCと。

(a) 異な った 日 時に、堀収、ﾡ包、ﾡ込されたものでないとと。

育林生証事来で、検される場合は、大体次のよ うである。

(1) 育林生配事業、各作業工盟完了時点の検。

(2) 苗木受領時の引1収ぬ正。

(3 作業機械、器具 その他物品の曲入 後の引取検温

(4) その他附取織の完成検書。

・ cのよ うな検うには、検査係が各工ﾡの作業型場に出ﾡして検する現場出氏検と 

品物をﾡ定の検社場に持込んしで検査する集中校とがある。育林生証"では、材料専べ 

などの特別の場合を除さ、現場出型検査すべさである。作業者や、その関係者の眼の 前で 

検査するから、 運絡がょくとれ、不J所を指摘してﾡ得させるととがでさるかりでな 

く、作業条件の標準が* 破却 されているかの打無を見ることもでき、また不央ﾡ所の発生 

よ び不ム苗木を期に発 し て損書を最小限座に止め る こ とがでさる 利点があ る。しかし 

一方 械係と妥協がおこなわれ易く、牺係が分散す る ので、統、巡絡が悪く、検査 

以外のことに気がとられ、検査に海念できない欠点があるので注意しなけれゞならないの 

である。

第八簡 作業者および作業指導

1 技能とタ誠

人間の労曲は. 機械がおこなう 仕事 と 根本的に 異なり、肉体の活動と精神の活動の総合 

した力とい える。したがって、青林生証各作業工ﾡの作業日的を速するためには、雅業 

者の特定の技能と、一般知誠の他に作業に対する知ﾡをも持たねならないのである。育

-7う一



林生証に必当な技能とは、フマ、クワ の使い 方、黄木の出 え方、枝打の 方法 などであり、 

知とは、苗木生理や交全規則などに精通するととである。 とれらの経験を積むととによ 

り、一般的能力か ら 作業に 対ナ る 特定の能力が発達 し、熱ﾡ者 また は 保的 作業者といわれ 

るょうにな るので あ る。生配には、標的作業者を 多 c 作発 c従町させる こ と が、作業採 

を維し、 作能料を向上させるととになるのである。

2. ﾡ作業者の定表

・有林では、国4作業者を、昭和2 6年1 1月7日付2 6林野さ1, 0 5 6号で、次のょ 

うに定義している。

各作業に必梨な抜いを習得する c災する経験年裂そ 経、一人前の廃前を持っ休力中位の 

作業者を標4作業者 とする。実際の追定に当 っては、上述の様に一人前の腕前を押 つ作柔 

者の中から、熱ﾡ度、休力共に中より若干上る種度の者を登5ととにする。したがって、 

型場等の関係から期様な創味にいて、適当な作菜者がな く、ゃむを得ず、未熟顔者、ま 

たは然線の上の部に属す ろ適当な保故によ り ・ﾡ化する こ とが必要である。

人問は、生れながらに肉休と術神の一定の素ﾡを持ってなり、これが触力の根本的な基 

礎となっているのであるが、熱ﾡ者は、この素質の発展や、税々の影秘により作り上げら 

れるものといえるであろう。つまり、体か、熱顔、知力、特殊注意力 知力、想像力 

などからなる能力を持ち、気田、場性、努力、価価利断、人生目的、性格などから生れた 

意気込と持つ人間であるからである。したがって、能料をあげる蒸ﾡ者にするためには、 

能力と意気込の調和を故も必要とし、ここに、指導、商広、援助を要する指示、計画 的な 

調外、熱練の習得が間題となるのである。 テーラーも、どのような管理法下にあつても、 

(作員のﾡ師が必囚であるととを科学的管理法 (Seientific Mandgemont) 
の中で述べているのである。 ・

5. 習利の四段岡

オー段階、知ることである。

作業者は、別通すべむ 作業が一体どのような もので、どの稲1要さを持つているかを、 

心に描けるよ うにすることである。

オニ段物、 やってるととである。

作業についての 概念が 得られたら、ﾡ々なやり 方を 目 由に 試して見る こ とで ある。 

が三商、 総召するととである。

何度6やつて見て、失敗のに学んでいけ、失敗はだんだん波少し、作業も 固まり、

について く る。

ォ四段体、 熱桃す ることである。

飛ﾡして く ると、 もはやその作業に対して、特に歯に気をつけな く と も必奨な瞬間に、 

ひとりでにそれが姊れて く る ものである。作業ができる段階では 作業の進行中意議し 

て意志を作業に傾ける が、熟狒は、作繁がでさる段階よりも以に高い段路である。完全に 

熟練した作業は、作業意慾が起きれ； 二 ひとりでにCなわれるものであろ。

. 練習の限則

粉®を 多く すろ ことが、平く 目標に到述する という見は極めて多いが、 1回の旅召は 

短時間にし、 その代りにﾡを多くするのが最もよいととが確認されていらが、手作業に 

対してあてはるとREFAで説明している。 またこれは、運勤兢故などでも身近に感じ 

ている ところで ある。作業者が、作業を習得する際には、絶えず、新しい印 条が、苗木の 

ﾡえ方、クワ、カマなどの捋ち方、 身のこなし方、 動作などについて小きな経験が次々に

まつてくる。このときには印双はまだ整理されていないばかりでなく、これが多く なる 

と困惑が激しくなるのである。しかし、和く作業を中止すると、その間の印象は自然に整 

型さ れてﾡ在意識となるのである。 そのために、習得した ものを安定させる微会を与え、 

似i一るのがよい、のでるる。ォー十五因 (1 8は 累積球酬間を座表にかいたも

一十

日
の
双
黄
壁
が

ギールスﾡ引送っマ熟出祭 ( Peam ミ よ る)
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のであるが、このような習然曲は、作菜が異なって も、大部分が肉体作業で ある 場合 と 

か、大部分 が精神作業で あ る 助倉は、役めて類似した形を示す といわれているので、育林 

生産各工程作業は、甲の頃向が参考となるであろう。

溶然 曲欲の動 き は血常火の よ うである。

(1) 一般に曲録は、はしめ著しく動掘するが、これは作業者が、 作業に必要な起度を、 

まだ確実につかんでいないと とを示しているのである。

(2 はじめのM担期間の後に、ieえず能率が向上する期間がくる。 Cれは作繁に必奨な 

態度が見つかつたことと、 それがだんだんと固まっているととを示している。 との間 

' に下同する領向が製れるときは、 作業条件の変化、 作力の際書、興味の 納など 

がい因すると とが多いのである。

(る) 龍率向上が高原で中断されるような場合は、別 の新しい 態度 を発覓 しな けれぱ、課 

習効果が現れないととを示しているのである。

5. 作柔指導の残施

(。 指の心得

我実には、(作初心者は、欠抉者の中 に交 つて はいる が、単独で習得する もので あ 

る。このような集団でおこなわれる作業は一つの社会現限を作りあげるので、お互 

が目己を主型し、*互ﾡしようとする社会的刺激がある。 これが健全ならのであれ 

、留得意慾を高めるが、しかし、目分が気がつかないで誤つて召得する危険がある 

のである。このためにも、指れ導員制度が必奨であり、よい指導員が正しい散示を しな 

ければならないのでるる。指導員は、教示にあたって、次の 点を 留意 しなければなら 

ないであろう。

(a) 習得 者が習得に必票な前提を、まだﾡえていない作業では、無理に それを習得し 

よ う とすることを さけるこ と。

(P) ﾡ初か ら 正しい 作業方法を 基礎にいて沼得させる。

(e) 作業を成功させる急所といつたものに対し、習得努力を集中させる。

() 作業えの正しい着手を助け、試しの期間を短かくする。

(e) 正しいﾡ得力法を作りあげる。

(f) 習得に有利外的条件ねよび外的条件を作る。

(g) 習得の進歩を客観的に見る。

(2) 作楽指導の順

作業指好は がの順で 実施 する ○

(a) 習得者の文入

なじみをえさせ、気楽な気分にさせる。

(P) 示す

I 無計画に示して はいけない。

II 言葉を少な 、 治や様を用いて指示を多 く して示す。

I 示し方が、はや過ざてにいけない。

m 導員が、ひと り ぎめにしてはいけない。

V ﾡ 得者が理解 した かかめ る。

(c) やつて見せる。

I 正しい側から、正しい方向に見せる。

II 行為にに、説別の言業を伴なわばならない。

I 作業は区切つてやつて丸る。

・ 指事A自ﾡが作楽して見せる。

Q) 手ﾡさする。

エ 指導員は、余計なととをしべつてはいけない。

I ごく必央な点だけしか直してはいない。

m うまくやつたとさは、はつﾡりそれをだめてやる。

・ 沼得者を施病にするようなととは一切無«する。

(e) 説明する

説明するという のは、新しい現象と、ほ知の現象とを関係ずけるととである。

エやさしく説明する。

II 直観に訴えて説明する。

I 猫8を しつかり数えなければならない。

I性明は、必要故 小限に止 めてeくべさである。

(f) ﾡ習させる。

(eg) 習い足させる。

習い変させる。

(3 熱標者に対する指率

ﾡい交え特有の困さは、比に持つている経腐が、新しい紙ﾡの番得を妨げる場合
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iに起るものである。新しい経なと旧い経験との外が似ていればいる程、 こ出Aは 

大々くなろものである。林柔の習変えはとのようなととが多い。 とれは、既に目動的 

なものになつている旧いﾡ慣を こわすことで、習得者が目制して動作を自動的,こおこ 

なわないよ う 注海 しなければならないので ある。この固まった目動化を除く ために、 

一っ一 つの動作を、大声で呼ばせる と、旧い習慣が消え、新しい経験が願字正しくﾡ

cつっけてい くことがでさるのである。

1 ヒノ+育燃学 坂口勝央 P82
2 . 実用育株学 山旧 交夫P192
う. 大阪営局通林方針書

. 日本記率学校生証管理テキスト P72
ラ. 森林区策 小出D吉 P28
6. 科学的管现の体系と本質 山本純一 P157

Organization for Product:n B.S .Rob coe 1955 P52

7. H論森林ﾡ理学 ﾡ田正男 P115
&. 育林林費 森林立地編土壊 P20
9. 森林土導の見わけ方 宮崎神掘 P95
10. ・ ・ P107

11. 大阪営林局方針書

12. 草地経営の技術の技術 井上 一部 P11〜130
1. 森林経営計両 岡崎交 P52
1. 設備督理 南川利 P5
15. 林業楽労働の作業強度に関すを研究 F26
16. 通林研究発委会詳京媒 P75
17. ヒノキ育林学 坂口勝美 P151
18. REFAのF業研究テキスト (4) P50

第三章 作業研究

第一節 市林生産における作業研究の位置

林撰終国 に おける、あらゆる生 gg 活物 は、時の経過によって営まれるので、時を無視し 

た 生証活のの実態地握とい うととは不 可ﾡ で ある が、生莖活動の 実煦唸 な く ては、林 

業経営の合理化の手がかりを得ろことはできないのである。ここにいて、林業経営にお 

は三生証活動を配率的に形広しよ うとするには、基4を時間と求める必要が生じてくるの 

である。

林業経営が、企業としての目的を達成するためには、生証活動の納成単位であるﾡ々の 

作業の、全休と各部分について、時間を的とする迅燃督理、すなわち時間管理が必要と 

なるのである。全体の時間管理を工程管理 といい、各部分の時間管理を作※ﾡ理というの 

である。

工種管理は、作業管理を前提として、 作業省理は、 工種管理にいて、両者根互の密終 

なる関迪こよ り、企業の目的が達されるのである。たとえ、各工ﾡの作業を遂行する 

c必奥な、榜部作業時間の立定が無くては、工種管理にける手順計画、日種計画もでさ 

ないのである。したがって、生町活動を、時間に基準を求める とすれば、ﾡ的時間識定が 

不合理な 場合、生産活動に 対する 時間 管理は、根証よ り く ずれ去る こ と は当然であ る。c 
のために、標的時間を如何にして合理的に設定するかが重要な間題どなるのである。

また、作業研究は、時間哲理のみな らず、品質管•理についても、その前をなすもので 

ある。何故かというに、い作業をおとなわずして、生産 目的で ある 林木 製品および林木 

の生産怨在で ある林地の品質の均 一低 または、 その優良化が待し得ないからである。 

とのょ うな品的管理は、生配過程の各工ﾡ検査による不良品、不成 散 の用法を 目的とする 

のではなく、特性値を規格の限界内に。さめて、合理的こ管理をするのであるから、必然 

的に、緑準的作業条件の もと, こ 経莒 される、保(作業の実施を前とするととになるので 

ある。

第二節 作業研究の任務

作業研究の任務は、次の三っに大別される。

⑴探準作業をぎめる。

(2) ﾡ時向をさめる。
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(ろ) 怖の爆しさを きめる。 (作業評価)

課的作業 をきめるというの は、企業 として の林業 経格の 目的通成の ために、労 働力、林 

木 該崎のすべてを、 十分に活用できる状況にりあげるCとである。瞬作業を きめる 

手段 として、作業研究がと なわれるのである が、林業経営で攻 6 主な作業研 究 の対象は、 

作業者である といっても過言でない。

作条研究は、生証活動の構皮単位であるﾡ々の作業をさめる、すなわち、生証工ﾡをさ、 

のるのと、(築よび一人のF築者が作業をする空間、すなわち、作業城を きめる 二つの 

研F究に分ﾡされる。

生産工" きの は、生証工出を偶々の作業に分けらCと、側々の作業のルチ、 よび、そ 

の各作業城の配 社をきめる こと であ る。作業から 作業 へ物を 動かす 運版方法を さめるとと 

、これに含まれるのである。

(作業なよびF業域さめは、 作ﾡ者が、機ん、器具、設備の動力を受けて、作業をす ろと 

さであつて6、 またどのような作業者であっても、楽に、確実に、しかも易く 作楽が/こ 

なえるように仕ﾡまなければならないのである。ﾡ的作業さめにあたつては、作業者の内 

体的特性と、柄神的特性とに、作条を合せる こ とであ るが、反面、適性によ り 作繁を正し 

く選び、通切な作業指埠をおこなつて、作業者を、 でき るだけうまく作F業に合せる cとも 

必要なと とである。

ﾡ的時川さめは、(業者が命ぜられた作業を普通の努力で、正しくCなうのiに要する 

時間をさめる c とである。

作業方法、(作ダ城、その他作業条件に変更のあつたときは、標期時間も、 そnc応じて 

改められなければいけない。作業力法の改者、作業のは械化など、林茶区術の進少により、 

課的時間が短縮 さ れ るのは 当然 であ る。

作楽評価は、労働者と経営者の間C結れたﾡ金、その他の協定の枠内で、個々 の作 工 

の格付をするための、よ り どころを 与える ための も のである。

第三 節 作業研究の目的

バーンズ (R.M. Barnee)lcよれ、 作業研究は、ある作業をなすにあたり、採 

用 される 方法、材料、 治工共ならびに散ﾡについて、次の目的でとなわれるものとして 

いるのであ る。

(1) も 経済的な 作業 ガ の発見 ,Finding tho mOgt econOmiC2l V7ay do1ng thl s W&y

(2 作業方法、材料、工具よび設いのﾡ的化

Standsrdizing th。 methods mater ialo too Is and 
9uipments.

G) 平均的作業 否の過程遂行晤 間の正確な る 決定

Accurateユy doterminiug the time Vaquired by an 
Averag。 Werker to d。 tho tesk.

(4 新方法yよる作業者の訓樹

Training the Worker in the new method
また、 テーラー GFrederick Win slow Taylor 18 56-19 15年) 

や、ギルブレス (Frenk Bunkor qilbreth, 1868-1921年)の思 

選をドイッ の実情に 即 した姿で実現する ために、 あら9 る関係都門 の協力で発展 したドイ 

ッ作業研究田3交員会、 REアAは、 作業砂究の三つの任務をおとなうととによつて、次 

の目的に利用できる と 况明 してい る。

(1) 企茶のな洲済化

(2 能力に応じた生産計画 と 日程計画

(る) ﾡ和に応じた貨金変払

(4) 実状に即した原価決定

(5) 適性に応じた労働配

(6) 計画的な労働力の養成

バーンズのﾡよびREFA の解説の F者で 明らかなように、作茶改普の 目的 とする 作 

業研究は、企繋の経済化を図るためcとなわれるものであり、そのためには、最も経済 

的な作媒方法の発見をオーとし、 その手殴として、標体作業と、保ゆ時間がさめられるの 

である。 そして、この課4を維持するために、皎存訓練がおこなわれ. mが実施される 

のである。

ナな わち、バーン ズは、最 もt内的 な作 業方法を 発見し、 それを 課4 作業 と した が、課 

準作業を実施する ための諸条件の標準イム よび、その作業を最も 合理的に遂行する ため 

の工具、設像、 その他の条件が、如何に ある べさかを作 業研の立場よ り明ら かに すべ 

さことを述べているのである。更に これらを前提として、 ﾡ的作業来者と設働能力を基に 

した課業を散定し、 課業を的として『間管理をう。とない、生配計画、 日程計国に結び 

つけようとしたのである。そのW4を維持するものが、 工管理であり、設備書ﾡであり、 

作業 者の※育ﾡ練と なるのである。
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素肝ﾡ の内容

-［アンさ -
一「型________KJ
-I 2エクス上 j
-回欠4が面動コ］

T 株一率 コ

-ロ-・・-- ________

-「・区・・・ー→-------------------［を落コ

一し※ヶ玄---------------------- ］

REFAにいて も、企業の 目 的達成の ために、労力と設と 材料のす べてを、十 分活 

用できる状況、 すなわちい4作業をさめるととそォーとし、 正しい作業方法をさめ、その 

後で、標的時間をさめ。Cとを強張しているのであろ。したがって、 作業方シ、、作業者の 

深するぬ出、その他作業条件の採中に、変更:よび支係があつた場合は、標中時間は当 

然変更されなければならない ので ある。オニ十大2?は、作茶研究の四容を示したもので 

あ る。

第四節 時間研究と作業研究

1 作業研究の歴史 .

槌 として使用する ため、石をつかんだ順始人達は、握りこぶし の働きが、石を便 うと何 

倍に 6高められるととを知 ったの である。 cのよ うに人独は、 生きるために、 また、物 

貿的幸福を地進するた めc. 労働が必要で ある とい う選智がめげばえて以、どのよ うcナ 

れょ り上手に、楽に協くと とがでさるかと考えてさた。この 本能的働ぎ は、 がて科学を 

発達させるもとになつたのである。かくして、長い年代、除々ではあつたか、次々の思い 

付のよい人によつて、労信®を楽に丁る方6よび楽になるための新しい道の発明、道 

具の形などの工夫改良が税けられ、型今では木来のル内労働が少く なつ てき てい る ので あ 

る。かって、ピラミッドを造るに、ついやされた人力と、同じ大ささの近代的ヒルi築に 

要する人力と比胶すると、ダカが機状力に移された進み方がわかるのであ る。

したがって、cのょう な意味での (作研究は、う o 万年の人 と 同じ 歴史を持ってい る 

といえるのである。しかし、作業研究が、標準作業を ぎめる進歩した手段として、意誠し 

て探用されるようになつたのは、 ついﾡ近の工業発に入つた約50年市で、時間研 

(Tim。 Btudy) と動作研究 QMotion Study) が一諸に 研究 されはじめてか 

らである。我が国の 林業 界では、1926年 (大正1 5年) に鏑木博士が、大日本山林会 

ﾡに「林業上人間工学の考察」なる論交を公表したのが、この研死の初で、19う8年 

(昭和1う年)頃より、大沢博土 その曲料誤実務家,こよって功程歯がおこなわれてぎ 

た。田有林で も1951年 (昭和26 年)の6月、全ﾡの営林局照在課長会議において、 

能率研究は経営 合理化の根源を なす ものである として、認請項に採りあげられ、(業研 

死による標ﾡ功留委の作皮について、直営生産、ﾡ林事来を実施"するととになつたので 

あ る。

2 . テーラーと時間研究 .

-8 2-
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時間研死は、科学的督逃法 (Scientific MAa.nagoコent) の祖といわれるア 

メリカのテーラーによって、科学的貨率設定(Sciontific rete-fixing) の 

方法として始められたのである。時間研究の当初の目的は、テーラーの 1 8 95 年に発表 

した論交「出来高払制度変私案」 QA Ptece Rate 6yoto) cよると、合H的な 

賃率の設定であったのである。例のアメリカ産業界の不能率の原因 は、実に紐織的怠築楽 

であると、 テーラーは考え これをとり除くために、科学的な方法によつて決定された作 

柔者の、作業成果目標を、課業ないし課的作探量を指示するととによつて、切下げの必 

の無い合司的な、しかも安定した貨率の成定を呎施しようと したのである。ﾡ総的念業に 

ついては、二極の原因を 明らかに してい る が、オーは、人川生れつきの本ﾡよびﾡ向と 

して楽を したがるが、これを自然的の怠けと称し、 ォニは、他人との関係のら価々相かい 

思慮をめくらした結果としての意けるもの、これを「計当的のなまけ」と称し説明してい 

ろ。すなわち、 テーターは、日給間のも とにあつては、側々の性格、動勉、熱練、信用 

には関係なく質金が女払われるから、いくら倒いても働者身には、少しも利益がない。 

したがつて、首切されい稲度に、 でさるだけ発になまけるが部であるという気持が、必然 

的に起ってくるのであるとし、こういう場合には、成績のよい作業員 は、段々その歩U を 
ゆるめて、能率の低い 政試の悪い作業員に近よつてくる。のである。 さして、 あの男は、 

始卷怠けていて： 仕"は私の半分しかしないのに、給料は私と同じ だ。なに6私だけカー 

生懸命に備かねばならぬ理由はないと考えるよ うになそ と設明しているのである。

このよ うに. ﾡ織業の除去にはじまつたテーラーの合理的気率設定の基木は、人の動 

作に求め、 その展開によつているのである。人の動(作は、・々な災楽動作から放ってい 

るから、作業に耍した時間を 要素動作に分析し、その中から、 不必要な動作3よび作業尚 

間をながびかせるよ うな条件を除き、正味時間の総を求め、 それc適当なをとり、時 

間を加えてこれを探準叫団 (Standard. Tine) とするのである。したがって、( 

業の各要素に要する 時間が求めTHL どのような新しい仕事で6、標準時間を計制すろ こ 

とができるのである。この方法によって設定された線業 (Taek) は単に貨率の安定を 

確保するげかりでなく、労研者間の超ﾡ念業 GByotematic eoldiring) を 

除さ、 とれによつて超因する生証の不能率を知正でさたのである。課業とは、一定時間内 

に、とれとれの仕事をしなけばならなないというノヤスであるが、時間研究がとれのみで 

あれ、単に賃金決方法に 終ったのであるが、テーラーは一ﾡ戦定した際業を、任務の完 

Tとせず、更に進んでその課業を基めとして、 生活動を都A的管ﾡする時間管理に発閲

-86-

させたのである。 テーラーは、あらゆる作業の課業は、それに伴う計画の策定および準備 

について、御理者に も与えているのである。そして、少な«とも作業一日前には、充全に 

段取されていなければならない としている のである。当時のいわる政行督団のもとにあ 

っては 一定時間に追される保ゆ量、何等正確な日学的日受がとなわな6 
ったのである。こうした中に、 タウンヘルセー式 (The Towen Haユgey Plan) 
は基の万法であつたが、と*れは、現炎の茶力法、n条件をそのは式水認し、た業 

ﾡ了郎の般道時間 (The Quicost Tir。 を記Aし、とれを圏Wとする科*と 

いえcい9のでるつた。 たわも. 因子のよいとgのNt時間を、 a定時と条件の員なる 

場合に、 そのま、あてはめることにりなり、不合烈といやなければな6ないのである。

テーラーは、190う年出版の著書「工場督理」 enop namagonent) のゅで、 

儲烟に必換な時間の詳細な研究は、工場区営を功させる費であることを巡く、科 

学的間通を通成させるために、四原の一つとして、日々の高き課業 o 1arge 

d811y teak) と共に、そ.のM映として標的孫件 Gtanaara condit1on) 
たとえ 燃阳匕された作楽条件、片浜の整備が、そのmを達成するためにn葉器にな 

えら れなければならない ことをいってい るのであ る。そccは、物的改善を前提として、 

野呼交の設定と央現ががえられているのである。 とのようcテーラーの方法は、単に 

性から拾う方出でなく、 科学的な時間のによるいのであつた。 cornGを』でし、 

はじめて試みたの加 ミット•ペエル製銅会社 aiavae stee1 Co.) で、彼が 

機械工場の職及をしているときであったが、彼は、製ポエ場で場になかれている谷uの/ 

美に3いて、ストンプウオンで時間側し、その各部分に蜘る時間 を集計して標準時 

間を見出す方法が. 従米の経験とめで測するより、ﾡ4で合選的であると考えたのであ 

39 標準的作業条件下において、標準作業を越準としておこなった助合の所風間が、課 

業として決定される ことから、・係(作業方族場よび量の設地研究がの要となつたのである。 

したがって、標準作業設定の過程に不合理が発見され、は、その点にっいて作東改落が伴 

なのは当然のととである。 .

安定的贸率の設定に端を発した時曲硏究 も、前述した実晚程にあって、テーラー日カ 

ら り、(作業改普のための時間研を提知するようになつたのである。

み ギルブ レス と動作研究

チーターの研充と時を同(して、 しかも テーラーの時l! 眦究と は別眼 に、 工場円のガ 

務過秘の合理化および作業方法の改善を主とし て研究したのはキルブレス (rank
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Beker illbreth 1868～1924年) と その夫人で、動作研究 二十七図

(4otion Study) なないし科学的動作研究 (Sc1ent1fiC ot1on Studン) 

といわれるものである。 ギルブレスは、 テーラーの弟子の協力者のように、 よくいわれる 

が 彼は、労価にはかならずもよい方法の働さ方があるとの独自の考え方にたち、 その 

研究目標を唯性一のﾡ良の方法を発見するととにそゝぶ、新しい部面を開拓、成功した人で 

ある。そして、 その研死の一部を公表するにあたつて、 はじめてテーラーと近づきになつ 

たのである。1911〜1912年頃には、 テーラーとギルブルスは更に新しく交り、テ 

ーラーは、彼の著さである科学的督理法の原理 (Principle s of Sciontific 
fonagoment) の中で、ギルブレスのﾡ項灰作業についての研究報告をのせ、ギルブ 

レスも科学的ﾡ理入門の中で、テーラーの主な業載を要約しているので あるj その当時の 

問者は、自己の策出的懒を基に議論を斗せたが、作業動作の空間的合理性を追求し、e 
の改きを目的とするギルプレスの動作研究も、標準作楽時間の没定を 目的とする限り、時 

間という因子を無視しては、目的は達せられないのであり、またテーラーの時間研究も、 

表労の問期を無初しては、保ﾡ作業を決定するととがでさない補完の関係にあつたのであ 

る。こccいて、動作研死と時間研宛は別箇に反扱うととなく、両者一 体として統一的 

c 理解する こ と が必要で あつたのである。

K 時間研死とB作F研究の糖合

当初、H者の相いれざる点と考え、議論の中心になつたのは何故であつたかというに、 

時間研究の直接課題が貨率の安定化に あ り、それが峻を基準とする 時間管理の展開のた 

め、ﾡ速時間に発足しているに対し、動作研究は 産業心理学や労働科学的な題点から、作 

弟の疲労軽波を目的として、唯一最の方 (Boet ono way) として郷してい 

る点にあつた。両者と土志が作業改許の方向に進められているととを認めつゝ も、同じ基 

準•を求める のに「速時間 と「唯一最良の方法」の相速、すなわち、その学間的青景が、 

テー ラーは科学的管理に、 ギルブレスは証業心型学ないし労«F計学に盤をいているた 

めであった。しかし、今日少なくとも、近代的経営管理の一として、林業の作業研究を 

坂扱う限り、全休管理の立場より実施されるととは当然といえよう。作業研死は、直接対 

象とする と とろは部分ではあるが、これを全休的考慮のも とに反扱われるととろに意ﾡを 

埼っのであり、テーラーは偶然て得られた経験や幼稚な 目見当の古風な親方Mでは、狼 

高の全業能料は得られないととを指摘し、 cれc代り、体系立った研究調比を 基 に、整然 

と し た経済的企業の基礎を作 り 上げる科学的巒里法の一つの テクニックとして、時間研究

テーラー とギルブルスの関係

時間研究 Tim。 Study ﾡ作研究 Motion Study

テーラー 
____________

F ・W.Taylor ギルブレス L.M.qi lbreth

L L
メリック D. V.Me rri k バーンズ R・h・ Ba rne 8

メーナ ド H・B. Mayna -a | クイック J ・H ・Quick

バーンズ R・M・ BarneB による動作経済の10原則

1. 両手動作 は同時且 対称的なこと。

2. 材料工具の回証及び移動のﾡさ。 ・

ろ. 材料工具の証場 をさめる。

. 材料の供給は使用点に。

5. 材料工具の前置は予めこなう。

6. 動力の利用。

7. 動力証、足を催い、手を作業に向ける。

8. リズムの利用。

9. 動作方向の急変をさける。

10. 立座が変互に行える作業台やボ子のﾡさ、(作業環境の改著。
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を述べているのでゐる。かく して、このよ う な 生星活動を 合理的に展開するためlこ は、生 

西動を営む掘戦の中で、同一目的に向つて協同作築を形政している仙々の災素作果につ 

いて、 正しく位置ナる必送がめるのである。 とれら個々のﾡ索作業を正しく位置づけ歯 

皮するﾡ味を持つごが、いわゆる緑茶であり、そのために.も陳業は合理的な基準を定めな 

ければならないのである。したがって作業研究は、作業のり的化をロ提とナる探來の合型 

的放定にゐつととから、 作業力法、作業条件の標軍化に関連 して、a業心別学やないし労 

働 生型学の知取が必災 となつてくるのである。

第五節 工程研究

工程研というのは、生証の対象である材料の交化や、 流れの状況、すなわち逃続した 

工ﾡの系列 と、こ れc関型の ある 作業者、生証手段や作業方法など、すべて各工種の内容 

を規定する附帯的な条件をいに検対し、この面から作業の方法を改きすると共に、 工u 
、 工ﾡﾡ理などの力式に関する基礎ﾡ料を与え、これを合理化するための分析方法で 

あ-。この工ﾡは、その性質によつて、加工工程、検査工程、運城工私、W止工ﾡの四慣 

類に大別され、 それらは、内容 と性質によ つて、数つかに細別される。

二十区 ェﾡ記分

駐
汲
合
工
程
は
左
記
の
記
号
を
組
合
せ
て
示
す
。
例
え 

ぱ
、

E

量
の
檢
査
を
し
な
が
ら
質
の
検
査
を
す
る
こ
と 

を
意
味
す
る
。

(

外
側
の
犯
号
が
主
工
程)

配号 記 明 す 説 明

〇 

類

物の交化
物の変形変ﾡ 

(加に処理)

〇 物ポ爲位 -

A

類

物の呼

△

▽

工程初の体ﾡ 

(原材料の貯)

工程版後の停滞 
(製品の貯蔵)

A 工ﾡ間 の停滞
(手 サ)

爲 加工えは検査中の術れ 
(加工待检査待)

□ 物の検f

(課体との比較

質の検
(品 質)

量の検査 
(生産量)

新植事業を例に とって、円容と主な作笑を示すと二十九スの如くなる。ccで との 

工種系列の変化に影器る もっ因子はどのよ うな ものであるかと考えて見ると、 オーには、 

手画であり、 オニに生歴部分が如何なる作葉ﾡﾡに劇成されているか、 力三に工程督 

ﾡの方であろう。したがって、この三つの現状をつかみ それらの仕事を進するに必 

投なﾡ料る 代得る と共に、改善 を 饕すべ き 点そ的確に指摘す るとと が必で あ る。

二十九図 新ﾡ事業工ﾡ分析図

〇
仮 植
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2. 改診案の目課

個々の改善案を竣息する助合に、何を 目標として優分や適否を検討すべきかか問題であ 

a。所ﾡ時間の短縮、単位時間当りの出来商高だけでよいのか、そのためには、 作業者の 

疲労 の増大. 製品の品質の低下、政は搬城、工具の融使に伴なう消ﾡ度の増などは、差 

ﾡないか。 cれらは、明らかに相反する 事実で あり、また 併決を要する m 要な こと である。 

改ﾡとは、常誠的に「生筋を より 経済的(こおこなう」とされている が、その意味は、作業 

者の労働力と、それに附帯 して用いられ る動力、材料 救轍 工具など の損耗の合計を で 

さるだけ少なく し、反対にその皮果でゐるととろの製品の経済的価価、すなわち、ﾡと 

とをできるだけ向上させる こ とである。

これを 整理して考える と、次の四っの残求が含まれ、しかも改蓄の目標点順位は、記 

戦の也となるであろう。

(1) 作業者のついやナ心の労力を滅らすとと、 つまり救労の経減である。

(2 製品の価位をけすとと、つまり品ﾡの向上である。

(3) 単位時間の生 産擅 を 崩すこと、つまり時問の短紹である。

(4) 訪力、材料 機械、 工具の消を滅すとと、つまり 経賃の節減である。

う. 改新の順 .

改善に当って、如何なる順序で須え、改善の係則を 適用すべきかは、極めて狭なとと 

であるが、一般にに目的通求、価値判断、処成の三段陷に考えていく ものと思われる。

また、すでに述べたように、生証の目的に対して必数と判断された作業は、四つの改善 

の目標に適合するように、好適な状態に改書する必要があるが、この手段として、三つの 

方向 が 考えられる。cれを好適化の三原則と名付ている。したがって、 とれらの原則を適 

用して、生産を 好過ならしめる域程は、才三十図に示す通りである。

な、改普の三以則をまとめて説明したのが三十一図である。

. 故西のチェ ック、リスト

次に改善点のチェックリストをあげて見よう。

⑴ その業工程でおCなう作業目的

( その工種の作業目的は何か。

(円 その工ﾡの作業は必要か。何故それが必奨か。

円 その工程の作業は、前の工ﾡの作業が不十分なために必奨ではないのか。

(=) その工程の作業は、以前より も、でさ栄そよくするためにとなうょうになつ

改版序表
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ガニ十一ぱ
改務の うﾡ 則

方 工程の細分割、均等化

法 個人分担範曲の限定、専門化

目
し化

※がどの同向上 
製作地の短点

衡膨賦r専椚 数林→自 ﾡ桜え

化 ・ 歌蠶驚辭の転移

ﾡ然たろ現状と秩所 と 基4 と興 
翌理整領一分残区分→統一化一規裕化

消

人:適性, 

作業方法:動 E;
眼 と »

手 明 3
生活松式 
加工条件 , 図面T

化
哲理方法:組 
作来条件: 現境条件 ,茶路

帳 ,
(P) ,

用語 
効務時間4 生配対象:品 質, 

生配手段:極 類,
ル 状 »
大サ,

寸 法、 

性 i,
構 道 
使用法

性 能

目 生証の安定化

課 人と物との合ﾡ的利用

たのではないか。その費用をかけただけ、林木は余計に放育すると考えるのか。

6 その工也の作業 目的を、他のもつとょい方法で選するととはできないのか。

(2) その業工ﾡと系列との関係

(。 その工役の作東は、工程順序、場合によつては省くととがでさないか。

(P) その工ﾡは、他の工程内でおこなうことができないか。

卜) その工程は、他の工程における手持ちの間にできないか%

(=) その工脳は、いくつかの工程に分当でさないか。

的 その工程系列の鹹は、我 も よいと 考え るか。順 序を変えたら どのょ う な影書 

があるか。

P 経彼や手数からいつて、その工ﾡは請負にした方がよいのではないか。

(卜) 工程間の生産能力の均衡がとれているか。

このチェック リストによって、作業改善をしなければならない工程を実際例で考察して

みよ うe
う. 行林生産工程の実際例の検时 

東大渡辺級授は、東大演習林三ヶ所の湖; 地の下刈完了 まで の経費の合計を示した表を 

あげ、次のよふc述べている。!との調査対象地三ヶ所の土第条件は、 習林の林地と 

して中程比の所で、 よくもわるくもない中府のところである。 ところが、同じ程度のﾡ 

所に植求したものであるに判らず 仲の沢の通林地では、 う力年で下刈からけでてお 

り、 大ﾡでは7力年もかかつているのである。 このの出てくる原因なるものを変から 

さ がすと i付工ﾡに 大ﾡの差 あろとと に気がつ くのである。し たがって、植付費用は 

それに伴なつて差が出でお り、補血の有無も関係しているのである。

早く下刈からぬけること区 結局早く大きく なる ということであり、そして平く大さ 

くなるための用咽として、この浜から考えられるととば工種の差である。 すなわち、一 

日に 1 0 Q 札か植えない とい う くらいに丁寧に植えていることである。この丁Sにﾡ 

えた結米 として、ﾡ付 ら れた 苗木は 100 %の活 着で、補松る 考 える必要はなくなつ 

ている。 に補山という点からだけいえに、そしてﾡ初の植付け費用というととについ 

てだけいえ、確c補ﾡを必災としないく らいに丁球に位付けた場合の経田はう0,000 
円にもなり、工種を あげた 身合の植付費用は、補植護賃をいれて も 26,000円で、は 

るかに少ない。 すなわち、ﾡ付けと神加の点だけでいえ、 確に活着率をよくするとい 

うととはマイナスになる。しかし、 可ﾡ述のように、工ﾡのわるい植付け方法は、植ﾡ設 

の生長が非常にほ盤で、 下刈は2〜ろ年で完了するととができ、従*のように5年も、 

6年もとなつていた下刈の経費を非常 c節波し、植付け時の 諸経費の過大を お さな つ 

て、更 (こ節減となる のである。したがつて補ﾡ率15%を5〜10%少なくするのは、 

決して 単1こ補植費の沛滅だけの間过ではな、ﾡ林技術を5～1 ○%だけ進歩さすこと 

になるのである。 そして、丁寧に植える とい うことは、昔から教科関こ爾されている 

こと を忠実に 実行すればよいと、説明しているのである。オ三十三図は、各造林地の工 

ﾡを、工ﾡ分析図で示した ものである。

ここで明らかなととは、一日一人当1 00本iえられるような採4紅付作業方法を確 

立 し、cれを 実施するた めc、指導ﾡ中 をして、標準 を維 ホ*•る よ う c監督すれ、古 

川 I、 大審等の造林地で 実施 さ れた不災の 工型を 省くととになるであろう。ここ において 

重数なととは不災な工程を省くための死明が、植付掲準作業の唸に結びつ善、またと 

の標他を維持する ことが、 工を省く と とである。

第六 節 ﾡ林生産における機械化の考え方
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造林経合表 (下刈完了一平幹長 2.U0mまでの)
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設備 と 考え る 林地作業は、明らかに設ﾡの整理消掃作業で あるから、林地に対する 単位 

時間当りの作業量の度合を示ナには、除去物のﾡ票、密座、 または量を常に入れた面僚 

を もって示すの が適切で あり、材科である苗木に対する作業は、 個々の単木に実施する作 

柔であるから、単州位時間当りの作業の度合を示すには、作業され,個体数で示すことが 

妥当であると、 オニス四で述べたとう りである。しかし、実際 の育林作業 は、常にこ 

れらの乱合せによる結びつきであるCとはいうまで もないc とである。いま所林生証に: 

ける総具を、bﾡ化ナるとすれ、、林地に対して如何に施来すれば、平面における作英が 

容易に, 逃くできるかという7イデ7をﾡ械に導入すべさであり、林木 (苗木) c対して 

は、点を如に、 ム火、 ムリ、 ムラのないよう結び:つけるかを考えるととである。

たとえ、平面の 作策を容易に する ため、従米となわれている雑革木の刈払いが、か 

ならずレ も故良の方法でなく、雑草を根こそぎ除去する方法,こ発展しても差支えないであ 

ろう。この考えは、ブルトーザー、 トラクターによる天地がえし作業となり、また業剤利 

用の作業となるでめろ う。

また点と点の作業能率を向上させるために、ﾡへ堀版、ﾡ付数、チェンソー、集材協な 

ど が採用 される であろ う。

一般に、アメリカのように板械化された林粢は粗放であると、吾々林業技術者でさえ思 

い込んでいる 向きが多いのであ ろ。ととろが客の見た ト ラ ククーを使用している作業は、 

事実と、 酒々の持っ通放であるという常誠と相反することが多かったのである。現に、こ 

の頃各苗畑にれいて、深耕、多肥など、クワでは難小な仕事を、グラベ リートラ ククーの 

ような節易な檢械で、容めにやつてしまうが、 その結果は決してﾡ放と思われる状態では 

ないのである。フノリカでは、以前より地ごしらえ、植付を 故械で実施してい る が、近年 

北見営林同、太田経色区で実施してい る。現在では、植救搬械でﾡ救した地区が、クワH 
救地区よ り、皮育が良好であるといわれている状況である。

工業などでは、手作業より、波械作業が精巧 である に、林某に徹械を使用すると、ﾡ雑 

になるというのは、 あり得ないと考えるのである。手がかかることが料密で、 手がかから 

ないと通放でゐるとするのは かしな商である。 育林生証の分野での研究ﾡ点の転投t 
当然必要とな るのである。とれは、材料で ある苗木は、その特後とし て、 生理的にあら0 
る制限を受ける が、いかなる時期のに外界の変化に対し剥いかという従来の立脚点を』還し、 

いかなる時に、少々手荒な扱いをしてもよいかという侵点になるであろう。 また設崎で 

あ る 林地は、その 生産能力 を ﾡ大に発抑する た めc、地床ﾡ物を 如何に 少なくるかとい 

う見方を、 地床植物を全然無くしてしまうのと、 どの程度まで地床山物を除去しなくとも 

迷文ないかという考えに交えて研死するとと も必要となって く るのであろう。これらは、 

林楽技術にまつととも大であるが、ﾡ様導入には、 ブレンストーミング00 ©rain 
9tormins) などの独創性 (Oreativity) の技法を採用して、向上を図るとと 

も必災でるる。

機様化するととは、 作乗の標的化が叫であり、 単化により皮求がポられるのである。 

かくして、育林生に、植以本数、製品生証本数、生流量、お よ び生飯途中 に実庶 される 

間伐本政 を確定 づナるととになるでゐろう。

第 七 節 作業研究と合理 化

田行林にさける作業研究および時研発は、aの土台となるべさ『方法は、与え6 
れたものとして、 そのまま実施されているので、 合理化との結びつさは少ないと考えられる 

るのである。市林の生証計画、標準作業の決定、際的能料の決定、擦準原価の決定などの 

手段として、使用するには、 ﾡ々の作業を摩標の少ない共同溜にまとめあげ、 作業者は 

勿論、 作来の内部まで立入つて改容する必媒があるのである。人の簡率を支配する試件 

が、労働心理、および林業労«生河の分野から研究が進められるょうになつた今日、a々 

の作発に対する級格の作業方法を発し、また それが合型化の一つに加えられなけれな 

らないのである。

1 . Ralph Barnea, Motion and Tine Stuay 1937.

2 新居崎邦宣訳作業研死テ*ス トオ1#P 1 9.
ろ. Induetria1 Enginoering iandbook Maynard.
. 26,林野国オ9 5 1 号、E4和2 6年度照査期務にっいて。

5. 心町:学の面から 1 9 ろ8年に相原博士がマイヤ (Myer b) ハリソン aarison) 
の批判を紹介し、目己の批判を加えた。

6. 1919年にフランスの労働生理学者アマール(J.Anar) によ って労的生理学 

的に批判された。

7. &認県立産業能率研究所時間研究@P22。

& 林業装市205、1959、50
9. (Ar広営林局ﾡ路管林営太田経営 cけ る 池林機機作 業に関す る西E33.12.15。
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